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例 言

１．本書は、国土交通省北海道開発局旭川開発建設部が行なう、天塩川サンルダム建設事業の内、財

団法人北海道埋蔵文化財センターが平成２０年度に実施した、上川郡下川町サンル４線遺跡の埋蔵

文化財発掘調査報告書である。なお、付編として平成２１年度に調査を行なった北町 J遺跡につい

ても概要を記した。

２．サンル４線遺跡の地番は、北海道上川郡下川町字珊瑠１５３０である。

３．調査は第１調査部第４調査課（１９年度）、第２調査部第４調査課（２０年度）が担当した。

４．本書の執筆は笠原 興、直江康雄が担当し、各項目の文末に括弧で文責を示した。

５．現地の写真撮影・整理は笠原 興が担当した。室内撮影のうち、接合資料の図版１１・１３・１４・１６

は小川忠博氏撮影のものを使用した。他はすべて笠原が撮影を行なった。

６．遺跡の地形と地質について、第１調査部第１調査課花岡正光の助言を受けた。

７．遺物の整理は主に直江が担当した。

８．各種分析・鑑定については下記の分析業者に委託した。

放射性炭素年代測定 株式会社 パレオ・ラボ、株式会社 加速器分析研究所

９．調査報告終了後の出土遺物は下川町教育委員会で保管される。

１０．調査にあたっては下記の諸機関および諸氏にご協力、御指導をいただいた。（順不動、敬称略）

北海道教育庁文化・スポーツ課、下川町教育委員会 簑谷春之 高山清人 神尾一幸 今井真司、

名寄市北国博物館 鈴木邦輝 吉田清人 金田卓浩、下川町文化財保護審議委員会、

江別市教育委員会 佐藤一志 南友香子、小川忠博



記 号 等 の 説 明

１ 実測図の縮尺は、原則として以下のとおりであり、すべてにスケールをつけている。

遺構 １：４０ 剥片石器 １：２ 接合資料・接合破片 １：３

２ 遺構図中の方位は真北を示す。遺構平面図の＋は小グリッドラインの交点で、傍らの名称記号は

右下のグリッドを示している。遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位�）である。
３ 遺構の規模については以下の要領で示した。

確認面での長軸長×短軸長／底面での長軸長×短軸長／確認面からの最大深・最大厚（単位�）
４ 土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

５ 土層説明には『新版標準土色帳２００４年版』（小山・竹原１９６７）と『土壌調査ハンドブック改訂

版』（日本ペドロジー学会編１９９７）を引用した。

６ 石器等の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」（単位�）で示した。剥片石器、礫石器は機能部
にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。なお、破損しているものにつ

いては現存最大値を（）で示した。

７ 出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に略記号やシンボルマークで示した。

剥片 ● 縦長剥片 ● 二次加工のある剥片 スクレイパー ▼ 石核

８ 遺物写真の縮尺は原則、剥片石器 １：２ 接合資料・接合破片 １：３ である。なお、北町

J遺跡出土の細石刃・細石刃核は原寸で掲載した。

９ 遺物写真図版２２～２４は写真と一覧表のみ掲載した。
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�章 調査の概要

１ 調査要項
事 業 名：天塩川サンルダム建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

受 託 者：財団法人北海道埋蔵文化財センタ－

遺 跡 名：サンル４線遺跡（道教委登載番号 F－２１－６８）
さんる

所 在 地：上川郡下川町字珊瑠１５３０

調 査 面 積：１，０００�
受 託 期 間：平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日

：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

調 査 期 間：平成１９年８月６日～平成１９年１０月３１日

：平成２０年９月３日～平成２０年１０月２９日

２ 調査体制
平成１９年度

理 事 長 森重 楯一 第１調査部長 越田賢一郎

専 務 理 事 佐藤 俊和 第４調査課長 鈴木 信

常 務 理 事 畑 宏明 主 査 笠原 興（発掘担当者）

主 任 山中 文雄（発掘担当者）

平成２０年度

理 事 長 坂本 均 第２調査部長 西田 茂

専 務 理 事 佐藤 俊和 第４調査課長 熊谷 仁志

常 務 理 事 畑 宏明 主 査 笠原 興（発掘担当者）

主 任 直江 康雄（発掘担当者）

３ 調査に至る経緯
平成７年７月に、北海道開発局旭川開発建設部長から北海道教育委員会教育長あてに「天塩川サン

ルダム建設事業」に伴う埋蔵文化財保護のための事前協議書が提出された。この事業は天塩川水系名

寄川支川のサンル川に、洪水調整や流水の正常な機能の維持、水道用水の確保、さらには発電を目的

とした多目的ダムを建設しようとするものである。ダム本体は堤高５５�の重力式コンクリートダムで
下川町北町地先に計画されている。ダムによって形成される貯水池は、湛水面積４．５�、有効貯水量
７，３００万�、水没地域はダム建設地点から約７�上流までで、事業面積は７３６ヘクタールである。
上記の計画を受けた北海道教育委員会（以下道教委）では用地内に係る埋蔵文化財包蔵地の保護に

関する協議を行い、平成８年５月に埋蔵文化財包蔵地の「所在確認調査」を実施した。その結果、周
さんるかわむかい

知の包蔵地である珊瑠川向遺跡、北町 E遺跡を含む１０か所の地点について「範囲確認調査」が必要

と判断され、道教委から旭川開発建設部に対して通知があった。道教委による範囲確認調査は平成９

年度から数次に渡って行なわれ、このうち平成１７年１０月には四線沢川左岸の面積約８，５００�が対象と
して実施された。その結果、高位段丘面の腐植土から黒曜石、珪化岩製の剥片、石核が確認されたの
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図�－１ 天塩川サンルダム建設用地内における要発掘調査遺跡の位置
（この図は国土地理院発行の二万五千分の一地形図「下川」「サンル」を複製し加筆したものである）

2



図�－２ 遺跡周辺の現況図
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表土除去後の地形図 

調査終了後（�層上面）の地形図 

図�－３ 発掘区地形図
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で、新たに埋蔵文化財包蔵地としてサンル４線遺跡、北町 J遺跡が登載されるに至った。サンル４線

遺跡の発掘調査対象面積は５，１００�で、高位段丘面の４，１００�と低位部分のA地区１，０００�に分けられ
る。A地区は確認調査部分であったが、土石流堆積物の中に珪化岩の剥片や石核が混入している事

が指摘されていた。平成１９年のトレンチ調査の結果、A地区にはラミナの発達する層が確認され、そ

の下位から剥片集中が出土した。このため、A地区は平成２０年度に発掘調査を行なう事を道教委と協

議し、代替地として高位段丘面にある平成２０年度以降調査予定地を先行調査することで旭川開発建設

部の了解をえた経緯がある。平成１９年度にはトレンチ部分の１００�を、２０年度は残る９００�を調査した。
（笠原 興）

４ 調査結果の概要
サンル４線遺跡は、下川町の市街地から北北東へ約４�、四線沢川とサンル川との合流点の南側に
ある。今回報告を行うA地区は、B・C・D・E地区（北埋文２００８）の一段下の河岸段丘面上にあた

り、四線沢川ないしサンル川の氾濫原である。標高は１５８�前後で、サンル川との比高はおよそ５�
を測る。段丘化までに数回の増水時堆積物が確認できる。遺跡の南東側は山地形で、この山地から流

れる四線沢川からは、現在でも石器製作の材料となる珪化岩原石の採取が可能である。

遺跡ではこれらの原石を利用した石器製作の痕跡が確認された。なお、山地形の反対側南山麓には

学史的に有名なモサンル遺跡があり、本遺跡と同様に多量の珪化岩が用いられている。

基本土層は、表土：腐植土＋礫、�層：砂礫層、�層：灰色粘土・腐植土・砂の互層（ラミナ層）、
	層：ラミナ層下部の灰色粘土層、
層：砂礫層となっている。
遺物は全て石器類で、１４，０３７点出土した（表�－１）。掘り込みを伴う遺構や焼土は検出されてい

図�－４ �層上部で確認された礫の高まり
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ない。石器類の大部分は剥片で、その他にスクレイパー、二次加工ある剥片、石核が少量出土してい

る。石材は黒味の強い珪化岩が用いられていることが多い。出土層位は表土から
層の間である。
大部分の遺物は、�層・
層から出土しているが、砂礫層中であることから河川堆積の影響を受け
ていると考えられ、上流部からの流れ込みの可能性が高い。

	層から出土した遺物は少量だが、
層の離水後に行われた石器製作の痕跡として認識できる。	
層中からはフレイク集中が６か所（Fc－１～６）確認された。いずれも径１�前後の小規模なもの
で、集中域内の出土点数は１００点前後である。特に z２３区付近で３つの集中が近接して確認されてい

る。また、u１７及び x１８区から出土した集中は、
層の高まりの縁に分布している。接合作業の結果、
各フレイク集中内ではそれぞれ石器製作を行っていたことが判明したが、フレイク集中間での接合は

確認されていない。

	層から出土した炭化木片の１４C年代測定値が、４，８５５±２５yrBP、�層下部の腐植土の１４C年代測定
値が４８６０±３０yrBP、４７００±３０yrBPであった。これらのことから	層中から出土した石器は縄文時
代中期前半に位置付けられ、上位の段丘面で出土した土器（D・E地区）の年代と同様の範囲に納ま

る。 （直江康雄）

表�－１ 出土遺物一覧

層位 遺構
両面調整石器 スクレイパー 二次加工ある剥片 縦長剥片 剥片

点数 重量（
） 点数 重量（
） 点数 重量（
） 点数 重量（
） 点数 重量（
）
� ３ ２１８．４ ４ １９６．４ ７ １７５．５ ２０４ ８３７７．１

� １ ３１．８ １４ ６９５．５ ７３ ５５４６．８ ８７ １９７２．４ ５１４３１１２０２８．１

� １ ５７．３ １２ ８５７．１ ９ １８７．０ ７１９ １４１９６．１

Fc－１ １９ １９００．６

Fc－２ ２６ １７４．８

Fc－３ １１０ １２０５．８

	 Fc－４ １８ １９４．７

Fc－５ ７９ １８６２．９

Fc－６ ３５ ４９２．６

Fc以外 １ ３８．０ ８ ３１０．９ ３０１ ２９８１．０

	集計 １ ３８．０ ８ ３１０．９ ５８８ ８８１２．４


 ８ ５３０．７ ４３ ３２７６．８ ４０ ９５８．５ ３８６８ ６９４０１．４

表採・トレンチ・その他 ６ ３３６．６ ７１ ４０２９．７ ２８８０ ５４９５４．３

総計 １ ３１．８ ３３ １８７６．５ ２１１ １４２１７．７ １４３ ３２９３．４ １３４０２２６７７６９．４

層位 遺構
石核 石刃核 原石 礫・礫片

合計点数
合計重量

（
）点数 重量（
） 点数 重量（
） 点数 重量（
） 点数 重量（
）
� ３ １６４１．４ ２２１ １０６０８．８

� ９７ ３８５６５．９ ５４１５１５８８４０．４

� ４ ２１５８．２ ７４５ １７４５５．７

Fc－１ ４ ９４１９．０ ３ １８４７．９ ２６ １３１６７．５

Fc－２ ２６ １７４．８

Fc－３ ５ １７１７３．３ １ １１９５．６ ３ １２２．２ １１９ １９６９６．９

	 Fc－４ ５ ８０１．７ １ １１００．１ ２４ ２０９６．５

Fc－５ ２ ３６２．６ ８１ ２２２５．５

Fc－６ ２ ４６６．９ ３７ ９５９．５

Fc以外 １ ２６２．７ ７ ２１０７．４ ３ ６０．２ ３２１ ５７６０．２

	集計 １９ ２８４８６．２ １１ ５１５０．９ ７ １２８２．５ ６３４ ４４０８０．９


 ４８ １８３４５．８ １ ２４５．２ １ １６０．７ ４００９ ９２９１９．１

表採・トレンチ・その他 ５６ ２１２９３．７ ３０１３ ８０６１４．３

総計 ２２７１１０４９１．２ １ ２４５．２ １２ ５３１１．６ ７ １２８２．５ １４０３７４０４５１９．２
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�章 遺跡の位置と環境

１ 遺跡の位置と環境
しもかわちょう

下川町は上川支庁管内の北部、名寄盆地の東側に位置する。周囲を西興部村、滝上町、雄武町、名

寄市、風連町（特例区）、士別市に接している。町域は天塩川の支流である名寄川の中流から上流に

かけての一帯で、東西が約２１�、南北約３１�、面積は約６４４�を有している。気候は一年間の平均気
温が４．１°で最高気温が３０°以上、最低が－３０°以下と寒暖の差が大きいところである。

町の北部は山地で、中央部が平野、南部は丘陵地帯をなしている。約９割が森林に覆われ、森林資

源を生かした林業と農業が町の基幹産業となっている。平成２１年１０月現在、町の人口は３，７６５人であ
しもかわ

る。町名「下川」の名称は、名寄川の支流であるパンケ川一帯をアイヌの人々が「パンケヌカナン」
しも

と呼んでいた事に由来する。「パンケ」はアイヌ語で（下）、「ヌカナン」は（沢または川）でこれを

意訳してつけられた名である。

下川町の開拓は明治３４年（１９０１）に岐阜県高鷲村から上名寄に団体入植した事にはじまり、翌年に

は同県北濃村の第二陣が同じく上名寄に入地している。その後八丈島や新潟県、宮城県等から続々と

入植し開拓が進んだ。大正１３年（１９２４）には名寄町から分村し下川村となり、昭和２４年（１９４９）には

町制を施行している。林業や農業と共に下川町の盛衰を左右する事になったもう一つの産業に鉱業が
さんる

ある。大正６年（１９１７）に珊瑠の寺島庄太郎が金の転石を発見したことに端を発し、露頭も見つかり
さんる

大正１５年（１９２６）には三井珊瑠鉱業所が金の採掘を開始した。当鉱山はサンル川の支流、十二線沢上

流の下川御料地内にあった。また、昭和１６年（１９４１）には三菱金属鉱業株式会社が下川鉱業所を開設

し銅の採掘を行い、下川は鉱業の町として発展を続けた。昭和３５年（１９６０）には人口が約１５，０００人を

越えている。しかし、その後は産業構造の変化等によって赤字経営に陥り、数次の合理化等を経て休

山や閉山となった。こうした状況の中でも特に林業は大正１２年（１９２３）の関東大震災時に復興資材と

して木材を供給し、本格的な官行造材が行なわれた。昭和３年（１９２８）には付帯事業として森林軌道
おくな よ ろ しかりべつ さ ん る

が新設される事になり、奥名寄線、然別線、珊瑠線、パンケ線が順次敷設されて木材の生産は増加

に至った。以後も戦時中は軍需資材として、戦後は復興資材として各時代の要請に応え、町の重要な

産業として発展してきた。
さんる

今回調査したサンル４線遺跡の傍らには、昭和１１年に作られた珊瑠線の跡が残されている。図�－
さんる

１で示した地形図にはサンル川と並走する林用軌道（珊瑠線）の路線を見る事ができる。

サンル４線遺跡は、サンル川と合流する四線沢川左岸段丘の標高約１６０～１７０�の傾斜地にある。
遺跡名の「サンル」はアイヌ語のサン・ル（浜へ出る路）の意味である。（山田１９８４）。

松浦武四郎著、「東西蝦夷山川地理取調図十七」を図�－２ に示した。ここには「サンルへシへ

ナイフト」の地名が見られる。「ルへシへ」または「ルペシペ」は（山を越えて向こう側の土地に降

りて行く路、越路）等の意味があり、道内には多く見られる（山田１９８８）。「ナイフト」は（川口・沢

口）を指すようである。このことから（山から浜へ出る峠道にある川口）と言うことになる。
さ る ごえ

永田方正による「北海道蝦夷語地名解」の「天塩国上川郡」の項には「サンルペシュペ」（沙留越
さ る さ る おこっぺ

北見ノ沙留ヘ下ル路）との記述がある。「沙流」は現在の興部町のオホーツク海に面した場所にあり、
さんる おこっぺ

珊瑠からここへ出るには興部川を下れば沙留方向へ行くことができたのである。また、珊瑠の北には
ほろないごしとうげ ほろない お う む ほろない

幌内越峠があり、これを越えると「幌内川」、「雄武川」に連絡する。この川筋を辿れば現在の幌内、
おうむ

雄武に出る事ができ、オホーツク海に行くためのもう一方のルートであった。 （笠原）
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図�－１ 昭和２７年の地形図
（この図は地理調査所発行の五万分の一地形図「下川」「サンル」を複製・拡大し加筆したものである）
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図�－２ 「東西蝦夷山川地理取調図十七」
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２ 周辺の遺跡
下川町の遺跡についてその分布を図�－３、表�－１に示した。
下川町の遺跡は、北海道教育委員会による埋蔵文化財分布調査によると、現在６９ヶ所の遺跡が登載

されている。町域を東から西へ流れる名寄川は北見山地のウエンシリ岳（１，１４２�）を源として北に
流れ一の橋地区付近で西に流路を変え、シカリベツ川、モサンル川、サンル川、ペンケ川、パンケ川

などと合流して名寄盆地で天塩川と合流する。遺跡はこれら河川流域の丘陵や段丘上に分布している。

下川町で本格的な発掘調査が行なわれたのが、モサンル遺跡（５）が最初である。モサンル遺跡は

この地方の旧石器時代を代表する遺跡で一の橋地区に所在し、名寄川とモサンル川に囲まれた舌状台

地の標高約１８０～１９０�に立地している。昭和３９年（１９６４）、４０年の２年間に渡り３回の調査が実施さ
れている。第１回目の調査は下川町教育委員会（以下町教委）が、第２回、３回は東北大学によって

行なわれた（芹沢１９６４・１９６５）。その後、昭和５４年にも調査が行なわれている（上野１９８１）。

東北大学の調査では７，３５０点の石器が出土し、細石刃や彫刻刀形石器、片刃石斧、舟底形石器の他、

接合資料等も多く得られている。定型的な石器が少なく全資料の０．６％に過ぎない事は特徴的である。

石器組成を見るとエンドスクレイパ－の出土が最も多い。また、黒曜石製の石器はすべて完形品で剥

片や石核がなく搬入品である事も指摘されている。昭和５４年の調査でも尖頭器や彫刻刀形石器、石刃

等３，０００点余の遺物が出土している。モサンル遺跡の西側には同時期のルベA遺跡（１８）、幸成２遺

跡（２６）がある。ルベA遺跡からは石刃や石刃石核、彫刻刀形石器、両面体石器等が出土し、幸成

２遺跡では有舌尖頭器や石刃石核、両面体石器等が見つかっている。

一の橋から二の橋にかけて名寄川の南岸には６つの遺跡が分布している。これらはいずれも旧石器

時代を主体とした遺跡である。二の橋遺跡（７）と幸成遺跡（１０）からは縄文時代の遺物も出土して

いる。また、市街地の北側には北町地区があり、この付近の丘陵上にも遺跡が集中している。佐藤遺

跡（２）や、北町遺跡（３）、高瀬遺跡（４）、北町 B遺跡（８）、北町 C遺跡（１１）、北町伊藤遺跡

（２３）など北町地区だけでも１４か所の遺跡が確認されている。昭和５９年には町教委による農道整備工

事に伴う工事立会調査が実施され（高瀬遺跡・佐藤遺跡・北町 C遺跡）、縄文時代前期の押形文土器

や中期の北筒式土器、幌加型細石刃核、荒屋型彫器、エンドスクレイパ－、有舌尖頭器等が出土した。

また、下川町市街地の西側、名寄川とパンケ川の合流点南側の河岸段丘上には西町１遺跡（６０）があ

る。平成８年（１９９６）、９年に町教委によって調査が実施され、５基のピットが検出され、土器片２，０２４

点、石器等が４７，０００点余り出土している。土器は縄文時代晩期後半の幣舞式・緑ヶ岡式土器、続縄文

時代の宇津内式・恵山式土器である。下川町内で続縄文時代の土器が出土した最初の事例である。石

器は旧石器時代のものと縄文時代以降のものがある。旧石器時代の遺物では有舌尖頭器や彫刻刀型石

器、細石刃核、細石刃、舟底形石器、石刃等があり、なかでも石刃は５１７点を数える。土器に伴う石

器ではナイフ状石器と異形石器が特徴的である。西町１遺跡の東側を流れるパンケ川を挟んだ対岸に

は、南北に延びる丘陵があり、ここには桜ヶ丘遺跡（１４）がある。桜ヶ丘遺跡は昭和６０年から平成１１

年までの間に３次に渡る発掘調査が行なわれた。縄文時代の石器の他、細石刃核や細石刃、舟底形石

器、石刃等が出土し第二次の調査ではピット１５基と集石遺構も１基検出されている。

今回調査したサンル４線遺跡A地区（６８）はサンル川左岸の沖積低地にある。川を挟んだ対岸に

は平成１８年度に調査を行なった前サンル１遺跡がある。調査の結果、続縄文時代と考えられる土器片

や有舌尖頭器等が出土した。また、サンル４線遺跡の南西で、サンル川沿いに約４００�離れて北町 J
遺跡（６９）がある。北町 J遺跡はサンル川と無名沢川が合流する丘陵斜面の縁辺部に立地し、平成２１

年度の第一次調査では珪化岩主体の剥片集中や旧石器時代の遺物が出土している。 （笠原）
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図�－３ 周辺の遺跡分布図
（この図は国土地理院発行の二万五千分の一地形図「下川」「サンル」「一の橋」「奥興部」「上名寄」「見晴山」を複製・縮小し加筆したものである）

�章 遺跡の位置と環境
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表�－１ 周辺の遺跡一覧

番号 遺跡名 種別 時代
１ 上名寄チャシ跡 チャシ跡 アイヌ
２ 佐藤遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文、擦文
３ 北町遺跡 遺物包含地 縄文
４ 高瀬遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
５ モサンル遺跡 遺物包含地 旧石器
６ 浅野遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
７ 二の橋遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
８ 北町 B遺跡 遺物包含地 不明
９ ペンケ遺跡 遺物包含地 縄文
１０ 幸成遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
１１ 北町 C遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
１２ シカリベツ遺跡 遺物包含地 旧石器
１３ 川向遺跡 遺物包含地 縄文
１４ 桜ヶ丘遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
１５ 二の橋２遺跡 遺物包含地 旧石器
１６ 渓和遺跡 遺物包含地 縄文
１７ 三の橋遺跡 遺物包含地 縄文
１８ ルベ A遺跡 遺物包含地 旧石器
１９ 上ヶ島遺跡 遺物包含地 縄文
２０ 武石遺跡 遺物包含地 縄文
２１ 矢文遺跡 遺物包含地 アイヌ
２２ 北町高原遺跡 遺物包含地 縄文
２３ 北町伊藤遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
２４ 浄水場下遺跡 遺物包含地 不明
２５ 松岡遺跡 遺物包含地 不明
２６ 幸成２遺跡 遺物包含地 旧石器
２７ 矢文２遺跡 遺物包含地 縄文
２８ 上名寄１遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
２９ 上名寄２遺跡 遺物包含地 縄文
３０ 矢文３遺跡 遺物包含地 不明
３１ 矢文４遺跡 遺物包含地 縄文
３２ 矢文５遺跡 遺物包含地 縄文
３３ 川向２遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
３４ 桜ヶ丘 A遺跡 遺物包含地 不明
３５ 南町遺跡 遺物包含地 旧石器

番号 遺跡名 種別 時代
３６ 三の橋２遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
３７ 三の橋３遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
３８ 北町 D遺跡 遺物包含地 縄文
３９ 北町 E遺跡 遺物包含地 不明
４０ 珊瑠川向遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文
４１ 上名寄３遺跡 遺物包含地 縄文
４２ 桑の沢１遺跡 遺物包含地 縄文
４３ 班渓１遺跡 遺物包含地 不明
４４ 桑の沢２遺跡 遺物包含地 縄文
４５ 桑の沢３遺跡 遺物包含地 縄文
４６ 幸成３遺跡 遺物包含地 旧石器
４７ 二の橋３遺跡 遺物包含地 旧石器
４８ 二の橋４遺跡 遺物包含地 旧石器
４９ 三の橋４遺跡 遺物包含地 旧石器
５０ ペンケ２遺跡 遺物包含地 縄文
５１ ペンケ３遺跡 遺物包含地 縄文
５２ 北町 F遺跡 遺物包含地 縄文
５３ 北町 G遺跡 遺物包含地 縄文
５４ 北町H遺跡 遺物包含地 縄文
５５ 北町 I遺跡 遺物包含地 縄文
５６ 上名寄４遺跡 遺物包含地 縄文
５７ 上名寄５遺跡 遺物包含地 擦文
５８ 班渓２遺跡 遺物包含地 縄文
５９ 班渓３遺跡 遺物包含地 不明
６０ 西町１遺跡 遺物包含地 旧石器、縄文、続縄文
６１ 三の橋５遺跡 遺物包含地 縄文
６２ 上名寄６遺跡 遺物包含地 縄文
６３ 上名寄７遺跡 遺物包含地 不明
６４ 前サンル１遺跡 遺物包含地 旧石器
６５ 前サンル２遺跡 遺物包含地 擦文
６６ サンル１１線遺跡 遺物包含地 不明
６７ サンル５線遺跡 遺物包含地 旧石器
６８ サンル４線遺跡 遺物包含地 旧石器・縄文
６９ 北町 J遺跡 遺物包含地 旧石器・縄文

�章 遺跡の位置と環境
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３ サンル５線遺跡の旧石器遺物
� 遺跡の概要

サンル５線遺跡（６７）はサンル４線遺跡の東側を流れる四線沢川を挟んだ対岸に位置する。

標高は約１６０m～１８０mで、丘陵斜面の縁辺部にあたり斜面西側にはサンル川と並行するように七

線左の沢川が北東から南西方向に流れている（図�－２）。掲載した二つの石器は平成１５年６月に北
海道教育委員会が行なった試掘調査の際に出土したものである。出土地点や層位などの詳細はつかめ

ていない。 （笠原）

� 出土石器（図�－５－１・２、表�－１、図版２１）
１は広郷型細石刃核である。黒曜石の石刃を素材とし、素材の打面側に細石刃剥離の作業面を設定

している。細石刃剥離は器体の右肩に斜めに設定されており、４�前後のねじれのない直線的な細石
刃が連続的に剥離されている。細石刃剥離の打面部は作業面方向からの細かな打面調整によって形成

されている。器面調整は腹面からの加工が主体で、左側縁には１�前後の急角度加工が縁辺全体に
渡って施されている。右側縁は平坦加工で、下部側ほど長い加工となっている。また、細石刃剥離痕

の末端部にはノッチ状の両面加工が施されている。この加工は細石刃のウートラパッセを防ぎ、長さ

を規定する効果があった可能性がある。石材は黒地に茶色味の強い網目模様が入っており、肉眼的な

観察によれば白滝産の可能性が高い。

２は縦長剥片である。珪化岩製で、背面の一部に原礫面が残存している。背面の剥離面構成はいず

れも腹面と同方向である。打面部は小型の複剥離打面である。 （直江）

表�－２ サンル５線遺跡掲載石器一覧

挿図番号 図版番号 掲載番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 石材

図�－４ ２１ １ 細石刃核 （７．９） ３．２ １．３ ３４．３ 黒曜石

図�－４ ２１ ２ 縦長剥片 （６．５） ２．５ １．１ １１．４ 珪化岩

図�－４ サンル５線遺跡試掘調査出土遺物
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�章 調査の方法

１ 発掘調査の方法
� グリッドの設定

発掘区の設定にあたっては、旭川開発建設部サンルダム事業所の「天塩川サンルダム現況地番図」

（縮尺１：５０００）を使用した。また、本遺跡と同一事業で平成１８年度に調査を行なった前サンル１遺

跡にならい、平面直角座標第��系を利用して、一辺の長さが４�のグリッドを設定した。東西方向
の基準線は、座標系の X軸３７１００を基軸としてMラインとした。Mラインは１９年度調査区の B・D・

E地区にかかる。もう一方の南北方向を基準とした線は、Y軸３２４００を基軸にして３０ラインと呼称し

た。調査区は４�×４�方眼とし、北西端交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼称した。例
えばMラインと３０ラインの交点より南東側のグリッドはM－３０である。M－３０ X＝３７１００ Y＝３２４００

なお、A地区に係わる基準杭の座標値の成果を以下に記した（世界測地系）。 （笠原）

調査区内基準杭 W－１７ X＝３７１６４．０００ Y＝３２３４８．０００ H＝１５７．６０３

W－２２ X＝３７１６４．０００ Y＝３２３６８．０００ H＝１５７．９２０

A－２２ X＝３７１４８．０００ Y＝３２３６８．０００ H＝１５８．５４７

図�－１ グリッド設定図

�章 調査の方法
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� 基本土層

サンル４線遺跡は大きく丘陵斜面と沖積低地に分けることができる。微地形をみると、山麓の緩斜

面と丘陵を浸食する四線沢川、この沢沿いの土石流段丘、更に四線沢川とサンル川本流が合流する沖

積低地で構成されている。A地区はこのうちの沖積低地にあたる部分である。標高は約１５８�～１５９
�と比較的平坦な地形で、サンル川との比高は約５�である。平成１７年度に行なわれた試掘調査や１９
年度のトレンチ調査の結果、A地区には土石流堆積物が確認され、この中に珪化岩の剥片や石核が

混入する事が報告されていた。また、遺跡の傍らを流れる四線沢川でも珪化岩の原石等を採取する事

ができる。遺跡周辺に分布する中新生モサンル層の上部には、珪化植物化石を含む珪化岩帯の存在が

千葉大学の調査によって指摘されていた（松本２００１）。今回の調査の結果、A地区には砂や分級の良

い円礫、分級の悪い亜角礫との不規則な互層が認められ、これらの中に珪化岩の剥片等が混入する場

合がある。また、厚く堆積する砂層中には数枚の腐植土層がラミナ状に発達していた。

砂層と分級の良い円礫層はサンル川本流に由来する堆積物と考えられ、分級の悪い亜角礫層は四線

沢川によって運ばれた土石流堆積物と考えられる。ラミナの発達する砂層の下位からは、現在の四線

沢川とほぼ並行する方向で河道跡が確認され、これは当時の四線沢川であることが推察される。

出土した珪化岩製の剥片集中は、この河道跡に関連する�層の高まりの縁に分布していた。基本層
序は以下のとおりである。 （笠原）

�層：表土で笹の根の多い腐植土層。
礫も含む。

�層：砂礫層で分級の良い円礫と、分級の悪
い亜角礫との不規則な互層で構成され

る。（珪化岩製の剥片石器や石核を含

む場合がある。）

�層：灰色粘土・腐植土・砂の互層
（ラミナ層）。

	層：ラミナ層下位の灰色粘土層
（珪化岩製の石核を伴う剥片集中が出

土。遺物包含層）。


層：砂礫層。旧四線沢川の河道跡を確認。
人頭大の礫を含む。

図�－２ 土層模式図
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図�－３ 土層断面図（１）
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図�－８ 年代測定試料採取位置土層断面図
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� 調査の概要

平成１９年度は、２０ライン、Xライン、Zラインの一部でのトレンチ調査を１００�行い、調査区全体
の層厚を確認した。その結果、表土から１�以上の深度にある礫層の直上（	層）から、剥片、石核
がまとまって出土する包含層の存在を確認した。包含層までの深度が深いこと、石核や剥片のみの出

土で土器や定形的な石器が出土しなかったことから、現地での包含層の帰属年代の判定が困難であっ

た。そのため１９年度は B～E地区の調査を優先させ、年代測定等遺物の帰属年代や調査方法を検討し

た後、２０年度に新ためて調査を行うこととした。

トレンチ調査の結果から、遺物の原位置が保たれている	層の調査が重要と判断されたため、平成
２０年度はまず�層下部ないし�層上面までを全面的に重機で除去した。杭打ち後、調査区を２０ライン
で東西に二分して２０ライン以東の人力調査を開始した。その際、２０ライン以西を排土場として用いる

こととした。掘削は
層上面までとし、２０ライン以東の調査終了後、完掘状況の写真撮影及び地形測
量を行い、同様に２０ライン以西の調査を行った。

人力調査ではまず２５％調査を行い、遺跡の全体的な出土状況を把握してその周辺の発掘区を広げて

いく方法をとった。この２５％調査により、�層・
層に遺物が多く包含されていること、	層の遺物
は小範囲のまとまりで、大きく広がらないこと、
層上面は平坦ではなく、四線沢川に沿って帯状に
延びる高まりがいくつかあることが確認できた。
層上面の高まりについては、旧四線沢川の河道跡
に関連するものと考え、その範囲を記録した（図�－４）。
�・�・
層は、基本土層で述べたとおり、河川堆積層で砂層ないし礫層である。これらの土層に
包含されている遺物は、四線沢川の上流部から砂礫とともに移動したものと判断できた。そのため、

調査は基本的にスコップを用い、発掘区単位で遺物を取り上げた。出土遺物の多寡によって移植ゴテ

や手グワも併用した。また、礫の密集する場所はスコップの刃先が入り込まないためツルハシを用い

て掘り下げ遺物を回収した。

	層は、
層直上の粘土層および黒色の腐植土層で、
層の水成堆積が離水した直後に堆積した層
と考えられる。径１�程度の遺物集中域が６か所ほど確認された。	層の遺物は全て出土位置を記録
して取り上げた。

調査は
層上部を目安に行い、最終的に地形測量、完掘状況撮影後、調査区全体を埋め戻し、発掘
を終了した。 （直江）

２ 整理の方法
一次整理の大半は現地で実施した。作業内容は、遺物の水洗、分類、点数の集計、重量の計測、遺

物番号の付与、遺物台帳への登録、石器カードの作製、注記である。雨天等で野外での作業が困難な

日を利用して行った。

遺物への注記は「遺跡名略称（サ４）・調査区・層位・遺物番号」の順に、白色のポスターカラー

で行った（例：サ４．v２０．�．１０）。なお、原則として大きさが１
に満たない小型の遺物には注記し
ていない。

遺物番号の付与は、調査区ごとに連番とした。このうち	層出土遺物に関しては、出土位置を記録
しているので、遺物名に関わらず出土位置ごとに番号を与えた。その他は原則として層位・遺物分類

ごとに分離して番号を与えている。したがって後者の場合、同一の調査区・層位・遺物名であれば複

数の遺物が同じ番号となっている場合がある。

二次整理は平成２０年の１１月から江別市内の当センターで実施した。作業内容は、遺物の接合、接合

�章 調査の方法
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カードの作成、主だった遺物・接合資料の図化及び写真撮影、遺物台帳の入力及び集計、図面の整理、

報告書掲載図版の作成などである。接合作業は、原位置を留めている	層出土の遺物に限って行った。
その結果、２３個体の接合資料を復元した。また、接合したものには接合番号を与えて、遺物台帳に入

力した（接合番号１～２３）。 （直江）

３ 遺物の分類 石器等
A地区で出土した遺物は全て珪化岩製の石器類であった。この内、砂礫層に含まれていた�層・


層の石器は埋没過程において、同層中で礫や石器と接触しながら動いていた可能性が高い。また、
�層・
層中には上流部の岩体から供給された珪化岩の原石が多く含まれている。したがって、縁辺
に観察される微細な剥離や、原石の一部が割れただけの石核は、人為的なものかどうかの判断が非常

に困難である。

以上のことから本報告では分類上「微細剥離痕のある剥片」を設けず、「二次加工」とは石器の整

形・調整を目的とした連続的なものとした。また、「石核」は複数の剥離痕から構成されるものとし、

原石の一部が割れた石核については礫として除外した。そのような基準で以下のように分類を行った。

剥片：石核・石刃核・細石刃核・石器（トゥール）から剥離されたもので、縦長剥片・石刃・細石刃

・削片以外の石器。

縦長剥片：長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行する石器。

細石刃：細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平

行する稜があり、幅が１
以下の石器。
細石刃核：細石刃を剥離したと考えられる石器。

両面調整石器：素材の両面に平坦な加工を施した石器。

スクレイパー：素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

二次加工ある剥片：素材に二次加工を施したもので、定形的な石器に分類されない石器。

石核：剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核・細石刃核以外の石器。

石刃核：石刃を剥離したと考えられる石器。

原石：石器の石材として利用される石で、人為的と考えられる剥離を受けていないもの。

（直江）

図�－９ 石器計測位置図
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�章 出土遺物

１ �層出土の遺構と遺物
� フレイク・チップ集中（Fc）

フレイク集中は６か所確認された（図�－３、表�－１）。いずれも、１�前後の小規模なまとま
りで、�層の高まりの付近に分布するのが特徴である。接合作業の結果、各フレイク集中とも集中域
内で接合関係が完結しており、フレイク集中間の接合は確認されなかった。

フレイク集中１（Fc－１）（図�－１、表�－１）
位置：u１７区

規模：１．２×１．６�
遺物：剥片１９点、石核４点、原石３点の計２６点、総重量１３．１７�の石器類が出土した。石核１２・１５

・２６が含まれる。

フレイク集中２（Fc－２）（図�－１、表�－１）
位置：v２２・２３区

規模：１．０×１．５�
遺物：剥片２６点のみで、重量０．１７�の石器類が出土した。

フレイク集中３（Fc－３）（図�－１、表�－１）
位置：x１８・１９区

規模：１．５×０．９�
遺物：剥片１１０点、石核５点、原石１点、礫・礫片３点の計１１９点、総重量２０．７０�の石器類が出土

した。石核１４・１６が含まれる。

フレイク集中４（Fc－４）（図�－２、表�－１）
位置：z２３区

規模：０．５×０．７�
遺物：剥片１８点、石核５点、礫・礫片１点の計２４点、総重量２．１０�の石器類が出土した。石核１１が

含まれる。

フレイク集中５（Fc－５）（図�－２、表�－１）
位置：z２３区

規模：１．３×０．７�
遺物：剥片７９点、石核２点の計８１点、総重量２．２３�の石器類が出土した。石核１３が含まれる。

フレイク集中６（Fc－６）（図�－２、表�－１）
位置：y２３・２４、z２３・２４区

規模：０．３×０．７�
遺物：剥片３５点、石核２点の計３７点、総重量０．９６�の石器類が出土した。石核１０が含まれる。

�章 出土遺物
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図�－１ Fc－１～３の分布図・遺物
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図�－２ Fc－４～６の分布図・遺物

�章 出土遺物
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Fc－1

Fc－2

Fc－3

Fc－4

Fc－5

Fc－6

フレイク集中以外の石器（図�－３）
二次加工ある剥片８点、スクレイパー１点、剥片３０１点、石核１点、原石７点、礫・礫片３点の計

３２１点、総重量５．７６�の石器類が出土した（表�－１）。
調査区の北部では、t１９区から二次加工ある剥片３・７が近接して分布し、t２３、u２３区の境界付近

から石核９、二次加工ある剥片６が出土している。調査区の西部ではw１４区から二次加工ある剥片

５が単独で出土している。調査区の南部では y２２区から二次加工ある剥片２・４・８がまとまって分

布し、フレイク集中５の南側にあたる z２３区からはスクレイパー１が単独で出土している。（直江）

図�－３ 遺構位置図、Fc外の遺物分布図
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� 包含層（�層）出土の遺物と分布
出土遺物

出土したのは石器のみである。スクレイパー１点、二次加工ある剥片８点、剥片５８８点、石核１９点、

原石１１点、礫・礫片７点の計６３４点、重量４４．０８�の石器類が出土した（フレイク集中出土遺物も含
む）（表�－１）。石材は全て珪化岩製である。
スクレイパー（図�－４－１、図版９、表�－１）
１点（１個体）を図示している。下端に原礫面が僅かに残存する剥片を素材とし、左側縁に直線的

な加工が急角度で施されている。

二次加工ある剥片（図�－４－２～８、図版９、表�－１）
７点（７個体）を図示している。２・３が完形品、４～８が折損品である。２は末端がヒンジとな

る縦長の剥片を素材としている。素材打面は小さな複剥離打面である。両側縁に微細な加工が施され

ている。３は縦長剥片を素材としている。素材打面部は平坦打面である。主に裏面に加工が施され、

裏面右側縁からの加工は平坦加工となっている。４は両側縁が末端に向かって窄まる剥片を素材とし

ている。素材打面には粗い打面調整が施されている。加工は両側縁ともに軽微に施され、いずれも下

半部に集中している。５は背面に節理面のある剥片を素材とし、両側縁に軽微な加工が不規則に見ら

れる。素材打面は複剥離打面である。６は厚手の剥片を素材としている。素材打面は単剥離打面であ

る。両側縁に急角度で短い加工が施されている。７は石器末端部の僅かな部分で、端部に向かって尖

る形態である。右側縁に微細な加工が施されている。８は背面の大部分が原礫面に覆われた板状の剥

片を素材としている。主に右側縁に加工が施されている。

石核（図�－４－９～図�－６・７－１６、図版９・１０、表�－１）
１４点（８個体）を図示している。９～１２・１５は主に石核の平坦な広い面を作業面とする石核である。

９は正面の他に右側面での剥離痕が見られる。上面の打面は複剥離打面である。裏面は一枚の剥離面

で構成され、大きなリングが見られる。１０は茎状の植物化石痕が内在しており、正面上からの剥離は

途切れながら下まで達している。打面は複剥離打面である。１１は末端が窄まる楔形の形状をしており、

正面以外は原礫面に覆われている。正面の剥離は上からと横から行われている。１２は分割した大型の

剥片を素材としており、正面の中央が分割面にあたる。正面の剥離はいずれも器体の中央に達しない

短い剥離で終わっている。打面は単剥離打面である。１３は正面・右側面・裏面に剥離痕が見られる。

特に正面と右側面の剥離は交互剥離状となっており、最終的な剥離角が鈍角化している。１４は素材の

小口面を作業面とし、縦長の剥片剥離を試みたものである。いずれの剥離もヒンジとなり石核の中央

で止まっている。１５は正面で左右からの大きな剥離が行われている。正面に部分的に節理面が見られ

る。１６は大型で柱状の原石を素材としている。剥離は主に３か所で行われ、�正面から上面にかけて
左側面からの剥離、	右側面での下端からの剥離、
裏面での左右からの剥離が見られる。いずれも
原礫面を打面とする平坦な剥離である。

接合資料

�層出土遺物のうち、接合した石器類は１３４点で、�層全体の２１．１％にあたる（表�－３）。その内、
５個体（６２点）を図示した。接合資料の剥離工程を説明するにあたって、「段階」・「個体」という用

語を用いた。「段階」は加撃された複数の剥離をおおよその順番ごとに剥離の場所・方向でグループ

化したものである。接合ごとに１から番号を付し、最終的な石核には段階を付けていない。「個体」

は剥片を素材として剥離や加工が行われたもののうち、剥片が接合したものである。接合ごとにA

�章 出土遺物
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図�－４ �層の石器（１） スクレイパー・二次加工ある剥片・石核（１）
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図�－５ �層の石器（２） 石核（２）
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図�－６ �層の石器（３） 石核（３）
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図�－７ �層の石器（４） 石核（４）
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からアルファベットを付した。したがって、「個体」に分類された剥片類は、全体の剥離段階と「個

体」の剥離段階の両方を持つことになる。「個体」内部の剥離段階は、最初に個体名を記し、続いて

段階番号を付して、全体の段階と区別した。

掲載した接合資料には「模式図」と「石器位置図」を付随させた。「模式図」は接合資料の白図に

「段階」の範囲をスクリーントーンで示し、その剥離方向を示す矢印も付けた。「石器位置図」では

接合資料に含まれる掲載石器の位置を掲載番号で示し、個体の位置を個体名でトーンを入れて示した。

接合１（図�－８～１０、図版１１・１２、表�－２）
素材 接合１は剥片１３点、石核４点の総点数１７点、総重量１０．８３�で構成されている。ほぼ原石の
状態まで復元された。

剥離工程 平坦な正面を作業面として周縁からの剥離が行われている。段階１・２は小型の剥片で

あるが、段階３は反対側面まで抜ける大型の剥離となっている。しかし、この剥片は内在割れにより

剥離時に３つに折損しており、その一部が石核の素材となっている（個体A・B）。段階４は段階１

～３と反対側面からの剥離で、石核の正面と上面との角部を稜線として厚手の剥離を行っている。最

終的に大型の石核１５が遺跡内に遺棄されている。

個体A（図�－９－２０）は最も大きな折損部分で、素材の腹面を正面に図示した。まず、裏面に
鋭角な剥離を行い（A－段階１）、A－段階２の打面としている。A－段階２は正面上からの連続的な

剥離であるが、いずれの剥離も石核の中央部まで達しない短いもので、末端がヒンジないしステップ

となっている。最終的に石核１２が遺跡内に遺棄されている。

個体 B（模式図のみ）は素材の厚手の部分で面を変えながらの一方向の剥離が行われ（B－段階１

・２）、最終的に石核２６が遺跡内に遺棄されている。

分布 接合１はフレイク集中１から出土し、集中域の全体に広がって分布している。

接合８（図�－１１、図版１３、表�－２）
素材 接合８は剥片３点、石核１点の総点数４点、総重量２．２０�で構成されている。左側面に大き
な剥離面のある原石に近い状態まで復元された。左右の側面は裏面側で鋭角に交わっている。

剥離工程 小口面である正面で上からの剥離が行われるが（段階１）、いずれも石核の上部でヒン

ジないしステップを起こしている。石核の下端では下方向からの細かな剥離が連続的に施されている

（段階２）。原石を大きく消費することなく、最終的に、石核１４が遺跡内に遺棄されている。

分布 フレイク集中３の集中域から出土している。

接合７（図�－１２～１４、図版１４・１５、表�－２）
素材 接合７は剥片２１点、石核４点の総点数２５点、総重量１６．９６�で構成されている。角柱状の原
石の状態まで復元された。

剥離工程 上面を左側面から剥離した後（段階１）、左側面で裏面からの剥離が行われている（段

階２）。段階１では横長の剥片が剥離されている。段階１・２との前後関係は不明だが、右側面で正

面からの剥離（段階３）、正面で下端からの剥離も行われている（段階４）。いずれも少量の剥離で石

核の形状を大きく変えるものではない。また、本母岩には節理による内在割れが多く見られ、打点不

明の剥落した剥片も見られた（段階５）。最終的に大型の石核１６が遺跡内に遺棄されている。

分布 フレイク集中３の集中域から出土している。

接合１９（図�－１５、図版１６、表�－２）
素材 接合１９は剥片６点、石核５点の総点数１１点、総重量０．８６�で構成されている。正面に横方向
の大きな剥離面のある状態まで復元された。下部には節理面があり、正面と裏面が鋭角に交わってい
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図�－８ �層の石器（５） 接合１（１）
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図�－９ �層の石器（６） 接合１（２）
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図�－１０ �層の石器（７） 接合１（３）
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図�－１１ �層の石器（８） 接合８
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図�－１２ �層の石器（９） 接合７（１）
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図�－１３ �層の石器（１０） 接合７（２）
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図�－１４ �層の石器（１１） 接合７（３）

�章 出土遺物

41



接合18（Fc－5）　接合19（Fc－4）分布図 

図�－１５ �層の石器（１２） 接合１９・接合１８
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る。

剥離工程 正面と右側面で上からの剥離が行われているが（段階１・２）、いずれの剥離も石核の

中央まで届かず寸詰まりの剥片が得られている。段階１・２との前後関係は不明だが、石核の下端か

ら裏面側への小規模な剥離も行われている（段階３）。最終的に石核１１が遺跡内に遺棄されている。

分布 フレイク集中４の集中域から出土している。

接合１８（図�－１５、図版１６、表�－２）
素材 接合１８は剥片５点のみ、重量０．５６�で構成されている。素材の形状は不明である。
剥離工程 上からの剥離が連続的に行われ、やや幅広の縦長気味の剥片が剥離されている（段階

１）。その後の剥離は接合しておらず、最終的な石核も調査区内からは出土していない。

分布 フレイク集中５の集中域から出土している。 （直江）

２ 砂層、砂礫層（�・�・
層）出土の遺物と分布
� 遺物

出土したのは石器のみである。両面調整石器１点、スクレイパー２３点、二次加工ある剥片１２８点、

縦長剥片１３６点、剥片９，７３０点、石核１４９点、石刃核１点、原石１点の計１０，１６９点、重量２６９．２２�の石
器類が出土した（表�－１）。石材は全て珪化岩製である。
両面調整石器（図�－１６－１、図版１７、表�－４）
１点（�層出土１個体）を図示している。１は下端部を取り込む折損品である。正面は左右からの
加工が施され、器体の中央で両者の剥離が接している。裏面は右からの剥離が大きく施されている。

この剥離は素材面の可能性もある。

スクレイパー（図�－１６－２～図�－１７－１３、図版１７、表�－４）
１２点（�層出土８個体、�層出土４個体）を図示している。２～９がほぼ完形品。１０～１３が折損品
である。素材は６～９が縦長剥片で、それ以外は剥片である。２は両側縁と末端部が角張るように短

い急角度加工が施されている。３は左側縁の広い範囲に短い急角度加工が施されている。４は左側縁

の広い範囲に１�前後の平坦剥離が施されている。５は左側縁の広い範囲と右側縁の一部に短い急角
度加工が施されている。６は左側縁の広い範囲に短い急角度加工が施されている。７は右側縁の広い

範囲に急角度加工が施されている。８は左側縁の広い範囲に短い急角度加工が施されている。右側縁

には原礫面が残っている。９は右側縁の広い範囲に短い急角度加工が施されている。１０は両側縁に１

�前後の急角度加工が施されている。１１は左側縁の広い範囲に１�前後の平坦剥離が施されている。
１２は左側縁の上半部と下半部に短い急角度加工が施されている。１３は左側縁の広い範囲に短い急角度

加工が施されている。

二次加工ある剥片（図�－１７－１４～図�－１９－３７、図版１７・１８、表�－４）
２４点（�層出土２０個体、�層出土３個体、�層出土１個体）を図示している。１４～２７・３７がほぼ完
形品。２６～３６が折損品である。１４は上端部が窄まるように急角度の加工が施されている。つまみ付き

ナイフの未製品の可能性がある。１５・１７～１９・２３～２５・２７・３０～３６は背面の両側縁に細かな加工が見

られる。１６・２０・２８の加工は両側縁に錯向状となっている。２１・２２・２９の側縁の加工は、上部が背面

側、下部が腹面側に施されている。２６は両面の縁辺全体に細かな加工が見られる。３７は断面が厚手の

三角形を呈するもので、裏面が左右からの平坦加工により調整されている。正面の稜上には上からの

剥離痕が見られるが、どの時点で剥離されたものか判別ができない。正面の剥離面構成は横方向で、

いずれも大きなリングが見られる。
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図�－１６ �・�・
層の石器（１） 両面調整石器・スクレイパー（１）
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図�－１７ �・�・
層の石器（２） スクレイパー（２）・二次加工ある剥片（１）
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図�－１８ �・�・
層の石器（３） 二次加工ある剥片（２）
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図�－１９ �・�・
層の石器（４） 二次加工ある剥片（３）・石核（１）
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図�－２０ �・�・
層の石器（５） 石核（２）・石刃核

48



図�－２１ �・�・
層の石器（６） 石核（３）
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図�－２２ �・�・
層の石器（７） 石核（４）
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図�－２３ �・�・
層の石器（８） 石核（５）
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図�－２４ �・�・
層の石器（９） 石核（６）
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図�－２５ �・�・
層の石器（１０） 石核（７）
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図�－２６ �・�・
層の石器（１１） 石核（８）
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図�－２７ �・�・
層の石器（１２） 石核（９）
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石核・石刃核（図�－１９－３８～図�－２７－７１、図版１８～２４）
石核３３点（�層出土１７個体、�層出土２個体、�層出土１４個体）、石刃核１点（�層出土１個体）
を図示している。３８～４６は主に縦長剥片を主体的に剥離したものである。いずれも正面で上からの剥

離が連続的に行われている。３８は単剥離打面で、右側面の剥離角が鋭角で、石核の末端を取り込む剥

離となっている。３９は複剥離打面で、頭部調整も施されている。裏面と右側面に原礫面が残っている。

裏面には下からの連続的な剥離も見られる。４０は打面調整と頭部調整が施されている。正面と左側面

で縦長剥片が剥離されている。裏面の大部分は平坦で、大きなリングを持つ剥離面で構成されている。

４１は石刃核に分類したものである。打面調整と頭部調整が入念に施されている。左右の側面と正面及

び裏面の一部で石刃剥離が行われている。裏面の大部分は原礫面に覆われている。４２は単剥離打面で、

粗い頭部調整が施されている。正面と左右の側面で縦長剥片が剥離されている。４３は単剥離打面で、

頭部調整が僅かに残存している。右側面と裏面は平坦で、大きなリングを持つ剥離面で構成されてい

る。右側面と裏面との角部の上部は潰れが激しい。４４は複剥離打面である。打面の更新の際、剥離が

抜けきっておらず、上面には段が残っている。正面の縦長剥離のほかに、右側面と裏面で交互剥離が

行われている。正面の一部と裏面の大部分に原礫面が残存している。４５は両設打面で、上が複剥離打

面、下が単剥離打面である。頭部調整が施されている。裏面は平坦で、大きなリングを持つ剥離面で

構成されている。４６は打面調整と頭部調整が施されている。裏面には大きく原礫面が残存している。

４７～６０は上からの連続的な剥離が行われるものの、作業面の長さが短いため、縦長剥片が取られて

いないものである。４７は剥片の平坦面を作業面に設定し、折れ面からの剥離が行われている。４８は剥

片の平坦面の他に小口面でも作業が行われている。小口面には原礫面も残存している。４９は剥片素材

で、素材腹面を打面に設定している。単剥離打面で、正面と左側面で上からの剥離が行われ、末端が

窄まる残核形状である。５０～５２は類似した石核である。両者とも複剥離打面で、正裏面と幅狭の右側

面で上からの剥離が行われ、残核形状が舟底状となっている。５３は単剥離打面で、正面と左右の側面

で上からの剥離が行われ、裏面と右側面には原礫面が大きく残存している。５４の右側面では裏面から

の剥離が主体的に行われている。５５は複剥離打面で、主に正裏面で上からの剥離が行われている。５６

は主に正面で上からの剥離が行われ、裏面と下面に大きく原礫面が残存している。５７・５８は原礫面打

面で、５７の残核形状はサイコロ状となっている。５９は単剥離打面で、正面の中央のみで上からの剥離

が行われている。裏面の一部は平坦で、大きなリングを持つ剥離面で構成されている。６０は両設打面

で、上は原礫面打面、下が複剥離打面である。主に正面で剥離が行われている。裏面の大部分は平坦

で、大きなリングを持つ剥離面で構成されている。

６１～６６は正面と裏面との交互剥離により、チョッピングトゥール状の石核となるものである。剥離

は求心状となり、残核形状が円盤状となるものが多い。６１は主に上縁で交互剥離が行われている。６２

の裏面側への剥離は中央まで届くものがなく、短い剥離となっている。６３は主に上縁で交互剥離が行

われている。下端には両面とも原礫面が残存している。６４は右側縁が交互剥離となっている。正面の

剥離は石核の末端付近まで抜けている。６５は上および左右からの剥離が行われ、求心状の剥離となっ

ている。裏面は正面に比べ山型に盛り上がり、中央に原礫面が残存している。６６は上および左右から

の剥離が行われ、一部の剥離は石核の末端まで達している。裏面の中央には左側面を打面とする横方

向の剥離が見られる。

６７～７１は剥離に規則性がなく、各面が多方向の剥離によって構成されるものである。残核形状がサ

イコロ状となるものも含まれる。６７は正面と右側面が上から、左側面は下からの剥離が主体的である。

残核は三角柱状の形態となっている。６８は正面と上面との交互剥離の他に裏面で横方向の剥離が行わ
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�層　両面調整石器 �層　スクレイパー 

�層　二次加工ある剥片 �層　縦長剥片 

�層　剥片 �層　石核 

�層　スクレイパー/二次加工ある剥片 �層　縦長剥片 

図�－２８ �・�・
層出土遺物の器種別分布状況（１）
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�層　剥片 �層　石核 

�層　スクレイパー �層　二次加工ある剥片 

�層　縦長剥片 �層　剥片 

�層　石核 �層　石刃核/原石 

図�－２９ �・�・
層出土遺物の器種別分布状況（２）
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れている。６９は多方向の不規則な剥離が各面で行われており、残核形状は多面体となっている。７０は

主に正面・左側面と上面の交互剥離と、左側面と裏面との交互剥離が行われている。裏面の中央には

原礫面が残存している。７１は正面で上下からの剥離、裏面で横方向の剥離が見られる。

７２～９８は写真のみ掲載の石核である（図版２２～２４）。上記の四つの分類にあてはめると、７２～７４・

７６・７７・８０・８１・８３・８５・８８・９０・９４・９５は縦長剥片を主体的に剥離するもので、いずれも正面で上

からの剥離が連続的に行われている。この内、７３・７７・８１・９０・９４は小口面を作業面に設定している。

７５・８７・８９・９１・９２・９６は上からの連続的な剥離が行われるものの、作業面の長さが短いため、縦長

剥片が取られていないものである。９２は内在割れが顕著で、いずれも凹凸の激しい剥離作業面となっ

ている。７８・７９は正面と裏面との交互剥離により、チョッピングトゥール状の石核となるものである。

８２・８４・８６・９３・９７・９８は剥離に規則性がなく、各面が多方向の剥離によって構成されるものである。

８２の裏面には茎部にあたる植物化石が明瞭に含まれており、その内部は石英化している。９３・９７は各

面で多様な方向からの剥離が行われており、残核形状がサイコロ状となっている。 （直江）

� 分布

層位・器種ごとに点数図を示した（図�－２８・２９）。
�層の遺物は、大きく三か所の集中域が認められる。一つ目は u１８～２０区を中心とする範囲�で、
主に北側に分布範囲が続いている。二つ目はw１４～１６区を中心とする範囲	である。三つ目は y２４、
z２３・２４区を中心とする範囲
である。両面調整石器は、上記の集中域から外れた y２０区から出土し
ている。スクレイパーは、集中範囲�・	に多く見られる。二次加工ある剥片、縦長剥片、石核は上
記の集中範囲�～
で多く出土している。
�層の遺物は、大きく三か所の集中域が認められる。一つ目はw２３区を中心とする範囲�である。
二つ目は�層同様w１６区を中心とする範囲	である。三つ目は�層同様 z２２・２３区を中心とする範囲

である。スクレイパーは集中範囲
から出土し、二次加工ある剥片、縦長剥片は集中範囲	・
の
付近に多く見られる。石核は三つの集中域から外れた t１７、v２１、A２０区に散在している。

�層の遺物は、大きく二つの集中域が認められる。一つ目は調査区の北西－南東方向に帯状に伸び
る t１８・１９、u２０、v２２、w２３区の範囲�である。�層の集中範囲�と�層の集中範囲�を合わせた範
囲とほぼ重なる。二つ目は範囲�からやや南側の z２２区を中心とする範囲である。スクレイパーは集
中範囲�の北西部に多く見られる。二次加工ある剥片、縦長剥片は集中範囲�・	に多く分布してい
る。石核は集中範囲�の北西部に多く見られるほかに、w１６区を中心とする範囲にも少量まとまって
見られる。石刃核は集中範囲�の北西部にあたる t１９区から出土している。 （直江）
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表�－１ �層出土掲載石器一覧
挿図番号 図版番号 掲載番号 調査区 層位 遺物番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 接合番号 石材

図�－４ ９ １ z２３ � １３７ スクレイパー ７．０ ３．９ １．１ ３８．０ 珪化岩

図�－４ ９ ２ y２２ � １４ 二次加工ある剥片 ５．１ ２．７ ０．７ ９．９ 珪化岩

図�－４ ９ ３ t１９ � ３０ 二次加工ある剥片 ８．３ ３．７ １．８ ５４．４ 珪化岩

図�－４ ９ ４ y２２ � １０ 二次加工ある剥片 （４．１） ３．１ ０．９ １０．６ 珪化岩

図�－４ ９ ５ w１４ � ２４ 二次加工ある剥片 （５．２） ４．４ １．６ ３４．２ 珪化岩

図�－４ ９ ６ u２３ � ７ 二次加工ある剥片 （７．６） ５．７ ３．２ １１７．０ 珪化岩

図�－４ ９ ７ t１９ � ２６ 二次加工ある剥片 （２．０） １．８ ０．８ １．６ 珪化岩

図�－４ ９ ８ y２２ � １３ 二次加工ある剥片 （４．１） ６．７ ２．５ ７４．７ 珪化岩

図�－４ ９ ９ t２３ � ２ 石核 ６．６ ８．４ ４．８ ２６２．５ 珪化岩

図�－４ ９ １０ y２４ � ２４ 石核 ７．９ ７．４ ５．６ ３７９．８ 珪化岩

図�－５ ９ １１ z２３ トレンチ ３７ 石核 １０．９ ８．２ ８．４ ８０１．７ １９ 珪化岩

z２３ トレンチ ３９

z２３ トレンチ ４６

z２３ トレンチ ９７

z２３ トレンチ ９７

図�－５ ９ １２ u１７ � １５ 石核 ２２．３ １５．０ ８．６ １３０３．７ １ 珪化岩

図�－５ ９ １３ z２３ � １１９ 石核 （８．８） ６．５ ５．９ ３１４．３ 珪化岩

図�－５ １０ １４ x１８ � １４ 石核 １８．３ １４．５ ９．７ ２１２２．３ ８ 珪化岩

図�－６ １０ １５ u１７ � ２８ 石核 ２３．８ ２０．６ １５．１ ７６４１．５ １ 珪化岩

図�－６ １０ １６ x１８ � １３ 石核 ３２．１ ２０．４ １６．４ １５０５１．０ ７ 珪化岩

x１９ � １２

x１９ � ３０

表�－２ �層出土掲載接合資料一覧
挿図番号 図版番号 掲載番号 調査区 層位 遺物番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 接合番号 石材

図�－８ １１ １７ 接合資料 ２７．７ ２２．７ １８．５ １０８２９．７ １ 珪化岩

図�－９ １２ １８ u１７ � ２６ 剥片 ５．４ ４．２ ２．８ ４３．８ １

図�－９ １２ １９ u１７ � １２ 剥片 ３．５ ２．３ １．１ ５．０ １

図�－９ － ２０ 接合資料 １７．３ １４．９ ８．６ １６１３．５ １

図�－９ １２ ２１ u１７ � １７ 剥片 ７．２ １０．９ ５．８ ２７２．５ １

１２ u１７ � １７

図�－９ １２ ２２ u１７ � ３１ 剥片 ４．６ ４．０ １．４ ２２．０ １

図�－９ １２ ２３ u１７ � ２０ 剥片 ４．７ ４．７ １．６ １５．３ １

図�－９ １２ １２ u１７ � １５ 石核 ２２．３ １５．０ ８．６ １３０３．７ １

図�－１０ １２ ２４ u１７ � ２５ 剥片 ３．８ ４．９ ２．３ ３７．３ １

図�－１０ １２ ２５ u１７ � ２３ 剥片 ３．３ ４．７ ２．１ ２５．２ １

図�－１０ １２ ２６ u１７ � ２３ 石核 ７．７ １３．６ ５．６ ４４８．３ １

u１７ � ２７

u１７ � ３２

図�－１０ １２ ２７ u１７ � ２２ 剥片 （５．８） ４．５ ４．４ １１４．６ １

図�－１０ １２ １５ u１７ � ２８ 石核 ２３．８ ２０．６ １５．１ ７６４１．５ １

図�－１１ １３ ２８ 接合資料 １８．２ １４．５ ９．６ ２１９５．６ ８ 珪化岩

図�－１１ １３ ２９ x１９ � ２７ 剥片 ５．０ ３．９ １．４ ２３．１ ８

図�－１１ １３ ３０ x１９ � ２５ 剥片 （７．７） ３．７ ２．０ ４６．５ ８

図�－１１ １３ １４ x１８ � １４ 石核 １８．３ １４．５ ９．７ ２１２２．３ ８

図�－１２ １４ ３１ 接合資料 ３２．３ ２０．４ １８．２ １５９５８．１ ７ 珪化岩

図�－１３ １５ ３２ x１９ � ２４ 剥片 ４．４ ８．８ ２．６ ５２．８ ７

x１９ � ３９ 剥片

図�－１３ １５ ３３ x１９ � １８ 剥片 １３．４ １０．６ ３．８ ４０９．６ ７

x１９ � ４９ 剥片

x１９ � ６１ 剥片

x１９ � ６４ 剥片

図�－１３ １５ ３４ x１９ � １６ 剥片 ５．９ （３．９） １．０ １４．０ ７

x１９ � ３８ 剥片

図�－１３ １５ ３５ x１９ � １５ 剥片 ４．８ ５．６ １．７ ３１．８ ７

図�－１３ １５ ３６ x１８ � ２４ 剥片 （４） （２） １．０ ５．９ ７
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表�－３ 接合資料一覧

接合番号
フレイク 石核

合計点数
合計重量

（�）点数 重量（�） 点数 重量（�）
１ １３ １４１０．７ ４ ９４１９．０ １７ １０８２９．７

２ ２ ４５３．６ ２ ４５３．６

３ ２ ４１．３ ２ ４１．３

４ ２ ３２．６ ２ ３２．６

５ ２ １２．３ ２ １２．３

６ ２ ４．７ ２ ４．７

７ ２１ ９０７．１ ４ １５０５１．０ ２５ １５９５８．１

８ ３ ７３．３ １ ２１２２．３ ４ ２１９５．６

９ １６ ２８３．７ １６ ２８３．７

１０ １ １６．８ １ ８７．１ ２ １０３．９

１１ ３ ２０８．６ １ ４８．３ ４ ２５６．９

１２ ５ ９５．４ ５ ９５．４

１３ ３ ３３．３ ３ ３３．３

１４ ３ １００．４ ３ １００．４

１５ ３ １６．８ ３ １６．８

１６ ２ １０．９ ２ １０．９

１７ ２ １１．１ ２ １１．１

１８ ５ ５６１．７ ５ ５６１．７

１９ ６ ５７．６ ５ ８０１．７ １１ ８５９．３

２０ １２ ３０９．２ １２ ３０９．２

２１ ５ １８．７ ５ １８．７

２２ ３ ２４５．４ ３ ２４５．４

２３ ２ １０５．１ ２ １０５．１

総計 １１８ ５０１０．３ １６ ２７５２９．４ １３４ ３２５３９．７

挿図番号 図版番号 掲載番号 調査区 層位 遺物番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 接合番号 石材

図�－１３ １５ ３７ x１９ � １９ 剥片 ３．９ ４．４ ０．９ １１．２ ７

図�－１３ １５ ３８ x１９ � ３３ 剥片 ２．９ １．７ ０．６ ２．０ ７

図�－１３ １５ ３９ x１８ � １９ 剥片 ９．１ ９．３ ２．２ １６７．５ ７

x１９ � ２８ 剥片

x１９ � ２９ 剥片

図�－１３ １５ ４０ x１９ � ６６ 剥片 ４．８ ４．８ ２．７ ５０．２ ７

図�－１３ １５ ４１ x１９ � ３２ 剥片 ４．７ ４．８ １．５ ２１．９ ７

図�－１４ １５ １６ x１８ � １３ 石核 ３２．１ ２０．４ １６．４ １５０５１．０ ７

x１９ � １２ 石核

x１９ � ３０ 石核

図�－１５ １９ ４２ 接合資料 １０．９ ８．９ ９．５ ８５９．３ １９ 珪化岩

図�－１５ １９ ４３ z２３ ト ９４ 剥片 ３．６ ６．８ １．６ ４２．９ １９

図�－１５ １９ ４４ z２３ ト ４３ 剥片 ３．６ ４．２ １．２ １１．７ １９

z２３ ト ４５ 剥片

図�－１５ １９ １１ z２３ ト ３７ 石核 １０．９ ８．２ ８．４ ８０１．７ １９

z２３ ト ３９ 石核

z２３ ト ４６ 石核

z２３ ト ９７ 石核

z２３ ト ９７ 石核

図�－１５ １９ ４５ 接合資料 １２．６ １２．２ ４．７ ５６１．７ １８ 珪化岩

図�－１５ １９ ４６ z２３ ト ５２ 剥片 １２．５ ７．９ ３．０ ３４５．４ １８

図�－１５ １９ ４７ z２３ ト ５３ 剥片 １２．２ ７．９ ３．０ ２０６．９ １８

�章 出土遺物
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表�－４ �・�・
層出土掲載石器一覧
挿図番号 図版番号 掲載番号 調査区 層位 遺物番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 石材

図�－１６ １７ １ y２０ � ２４ 両面調整石器 （３．１） ５．４ １．９ ３１．８ 珪化岩

図�－１６ １７ ２ t１９ � １６ スクレイパー ５．４ ５．０ １．５ ２５．６ 珪化岩

図�－１６ １７ ３ w２３ � ２５ スクレイパー ６．０ ４．１ １．９ ４８．７ 珪化岩

図�－１６ １７ ４ v１４ � ６ スクレイパー ５．８ （５．９） １．９ ５０．８ 珪化岩

図�－１６ １７ ５ t１８ � ４３ スクレイパー ７．８ ４．６ ２．３ ６９．０ 珪化岩

図�－１６ １７ ６ t１６ � １ スクレイパー （７．６） ３．２ １．４ ３３．７ 珪化岩

図�－１６ １７ ７ v１４ � ８ スクレイパー ８．３ ３．２ １．２ ２８．１ 珪化岩

図�－１６ １７ ８ A２３ � ５ スクレイパー ８．９ ４．４ １．２ ５２．２ 珪化岩

図�－１６ １７ ９ u２３ � ２ スクレイパー ９．６ ５．４ ２．３ １０７．８ 珪化岩

図�－１７ １７ １０ z２２ � ３５ スクレイパー （４．２） ３．６ １．２ ２３．２ 珪化岩

図�－１７ １７ １１ s１８ � １ スクレイパー （７．２） ５．３ １．６ ６３．０ 珪化岩

図�－１７ １７ １２ w１４ � １１ スクレイパー （１０．２） ４．８ ２．１ ６１．７ 珪化岩

図�－１７ １７ １３ w１４ � １０ スクレイパー （５．３） ４．８ １．９ ４６．９ 珪化岩

図�－１７ １７ １４ v１５ � ４ 二次加工ある剥片 ８．０ ３．８ １．１ ３６．８ 珪化岩

図�－１７ １７ １５ v１４ � ２ 二次加工ある剥片 ４．９ ２．９ １．０ １１．８ 珪化岩

図�－１７ １７ １６ u１６ � ２ 二次加工ある剥片 ５．０ ３．８ １．１ ２１．６ 珪化岩

図�－１７ １７ １７ z２４ � ７ 二次加工ある剥片 ５．２ ４．２ １．４ ２９．８ 珪化岩

図�－１７ １７ １８ z２２ � ３６ 二次加工ある剥片 ６．０ ４．１ ２．１ ４０．９ 珪化岩

図�－１７ １７ １９ w１４ � １４ 二次加工ある剥片 ６．５ ５．２ １．８ ５９．０ 珪化岩

図�－１７ １７ ２０ v１５ � １２ 二次加工ある剥片 ７．０ ３．７ １．６ ３３．３ 珪化岩

図�－１７ １７ ２１ x１５ � ４ 二次加工ある剥片 ７．０ ６．１ ２．７ ９４．３ 珪化岩

図�－１８ １７ ２２ y２４ � ６ 二次加工ある剥片 ７．５ ４．４ １．９ ５０．７ 珪化岩

図�－１８ １７ ２３ y２４ � ６ 二次加工ある剥片 ７．５ ６．３ ２．２ ８４．３ 珪化岩

図�－１８ １８ ２４ z２３ � １０８ 二次加工ある剥片 ７．９ ４．０ １．７ ５２．１ 珪化岩

図�－１８ １８ ２５ u２０ � ３８ 二次加工ある剥片 ８．１ ６．１ ２．５ １１４．４ 珪化岩

図�－１８ １８ ２６ A２３ � １８ 二次加工ある剥片 ９．２ ６．２ １．７ １４３．６ 珪化岩

図�－１８ １８ ２７ s１８ � ７ 二次加工ある剥片 １０．０ ６．４ ３．６ １１９．９ 珪化岩

図�－１８ １８ ２８ w２２ � ９ 二次加工ある剥片 （５．４） ３．８ １．１ ２５．２ 珪化岩

図�－１８ １８ ２９ t１８ � ４１ 二次加工ある剥片 （６） ３．６ １．６ ２８．７ 珪化岩

図�－１９ １８ ３０ t１８ � ２８ 二次加工ある剥片 （６．８） ４．１ ２．１ ５８．７ 珪化岩

図�－１９ １８ ３１ z２２ � ３７ 二次加工ある剥片 （６．３） ３．５ １．５ ３５．８ 珪化岩

図�－１９ １８ ３２ w１５ � ２７ 二次加工ある剥片 ６．０ ６．１ ３．０ ８６．４ 珪化岩

図�－１９ １８ ３３ x１７ � ２ 二次加工ある剥片 （６．６） ４．８ ２．６ ８２．２ 珪化岩

図�－１９ １８ ３４ t１９ � ２ 二次加工ある剥片 （４．７） ４．３ ２．０ ３５．０ 珪化岩

図�－１９ １８ ３５ z２４ � １５ 二次加工ある剥片 （５．９） ４．２ １．２ ２６．８ 珪化岩

図�－１９ １８ ３６ w１４ � １５ 二次加工ある剥片 （７．０） ５．２ ２．６ ８９．３ 珪化岩

図�－１９ １８ ３７ t１８ � ２５ 二次加工ある剥片 ６．２ ２．３ １．８ ２８．７ 珪化岩

図�－１９ １８ ３８ x２４ � ５ 石核 ５．６ ４．７ ３．２ ６７．０ 珪化岩

図�－１９ １８ ３９ w１４ � ８ 石核 ６．９ ７．２ ５．３ ２７２．６ 珪化岩

図�－２０ １８ ４０ x２３ � ２１ 石核 ７．１ ６．２ ４．０ １７６．２ 珪化岩

図�－２０ １８ ４１ t１９ � １５ 石刃核 ７．１ ７．６ ４．８ ２４５．１ 珪化岩

図�－２０ １９ ４２ u２０ � ５１ 石核 ７．９ ７．６ ５．９ ３９３．０ 珪化岩

図�－２１ １９ ４３ y２４ � ３ 石核 １０．０ ８．６ ５．３ ４９３．６ 珪化岩

図�－２１ １９ ４４ v２２ � ４ 石核 １０．５ ７．６ ６．１ ５４１．６ 珪化岩

図�－２１ １９ ４５ x１９ � ４ 石核 １１．１ ７．５ ５．７ ６１２．５ 珪化岩

図�－２１ １９ ４６ w１５ � ３２ 石核 １０．６ １０．２ ６．１ ６９１．０ 珪化岩

図�－２２ １９ ４７ w１４ � ９ 石核 ３．４ ５．８ １．６ ３８．９ 珪化岩

図�－２２ １９ ４８ w２３ � ２０ 石核 ６．２ ４．４ ２．５ ７２．２ 珪化岩

図�－２２ １９ ４９ z２３ � １０６ 石核 ６．１ ８．２ ８．２ ４０２．０ 珪化岩

図�－２２ １９ ５０ v２１ � ５ 石核 ６．４ ９．３ ６．３ ３０３．５ 珪化岩

図�－２２ １９ ５１ s１８ � ３ 石核 ６．５ ９．１ ６．２ ４３９．６ 珪化岩

図�－２３ １９ ５２ A２１ � ５ 石核 ６．４ ８．５ ６．６ ４２０．８ 珪化岩

図�－２３ １９ ５３ u２２ � ３ 石核 ６．９ ７．２ ７．２ ４０５．９ 珪化岩

図�－２３ １９ ５４ w１５ � ４１ 石核 ６．９ ７．９ ６．０ ３２４．０ 珪化岩

図�－２３ ２０ ５５ v１９ � ４ 石核 ７．５ ９．７ ５．８ ３５３．８ 珪化岩
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挿図番号 図版番号 掲載番号 調査区 層位 遺物番号 器種名 長さ 幅 厚さ 重量 石材

図�－２４ ２０ ５６ t１７ � １ 石核 ５．１ ７．８ ４．７ ２２５．８ 珪化岩

図�－２４ ２０ ５７ A２０ � ２ 石核 ５．２ ８．０ ５．０ ２５０．６ 珪化岩

図�－２４ ２０ ５８ v２１ � ３ 石核 ５．８ ７．３ ４．１ １６５．９ 珪化岩

図�－２４ ２０ ５９ A２１ � ３ 石核 ８．０ ９．３ ６．０ ４１３．５ 珪化岩

図�－２４ ２０ ６０ t１９ � ７ 石核 ８．１ ９．０ ６．１ ５４１．０ 珪化岩

図�－２５ ２０ ６１ w１６ � ３２ 石核 ６．４ ８．１ ２．１ １２３．４ 珪化岩

図�－２５ ２０ ６２ z２３ � １０６ 石核 ８．０ ９．３ ４．２ ２４１．２ 珪化岩

図�－２５ ２０ ６３ u１７ � ７ 石核 ８．２ １０．１ ４．７ ３８０．３ 珪化岩

図�－２５ ２０ ６４ w１４ � １ 石核 ８．９ １０．６ ５．５ ４６６．３ 珪化岩

図�－２５ ２０ ６５ u２０ � ５４ 石核 ９．３ ８．１ ５．８ ４５２．０ 珪化岩

図�－２６ ２１ ６６ z２４ � ２０ 石核 １０．４ １１．２ ７．０ ８９１．２ 珪化岩

図�－２６ ２１ ６７ A２３ � １４ 石核 ６．９ ６．３ ４．９ ２０９．５ 珪化岩

図�－２６ ２１ ６８ z２３ � １０５ 石核 ７．２ ９．３ ６．７ ３９３．３ 珪化岩

図�－２７ ２１ ６９ u１８ � ５ 石核 ７．８ ７．５ ７．１ ３８３．９ 珪化岩

図�－２７ ２１ ７０ w１６ � ３６ 石核 ８．２ ８．８ ５．８ ４８４．０ 珪化岩

図�－２７ ２１ ７１ t１８ � ２３ 石核 ８．３ ７．３ ６．５ ３２１．７ 珪化岩

－ ２２ ７２ x１５ � １ 石核 ４．２ ７．７ ２．７ ５２．７ 珪化岩

－ ２２ ７３ u１９ � １ 石核 ４．５ ５．２ ５．４ １８１．８ 珪化岩

－ ２２ ７４ z２４ � １ 石核 ８．４ ８．０ ４．０ ２４１．０ 珪化岩

－ ２２ ７５ w１６ � ４１ 石核 １０．２ １６．１ ５．３ ９１４．６ 珪化岩

－ ２２ ７６ A２２ � ４ 石核 ７．３ ７．７ ５．７ ２７８．３ 珪化岩

－ ２２ ７７ u１９ � １ 石核 ６．５ ４．９ ７．３ ２８２．４ 珪化岩

－ ２２ ７８ z２４ � １ 石核 ９．１ １０．０ ３．６ ４０３．５ 珪化岩

－ ２２ ７９ u１９ � １ 石核 ６．８ ８．３ ６．７ ３１６．２ 珪化岩

－ ２２ ８０ v１５ � ６ 石核 １０．２ ７．７ ７．８ ６１２．６ 珪化岩

－ ２２ ８１ v１５ � ３ 石核 ９．０ ７．０ ９．８ ７１１．１ 珪化岩

－ ２２ ８２ v１５ � ６ 石核 ８．０ ７．４ ６．９ ４３７．２ 珪化岩

－ ２２ ８３ v１５ � ３ 石核 ７．６ ５．１ ７．０ ３２６．８ 珪化岩

－ ２２ ８４ s１８ � ３ 石核 ７．２ ６．９ ７．９ ４４７．０ 珪化岩

－ ２３ ８５ v１５ � ３ 石核 ８．６ １０．６ ６．１ ４７４．５ 珪化岩

－ ２３ ８６ v１４ � ４ 石核 ８．３ ７．６ ６．１ ３１８．０ 珪化岩

－ ２３ ８７ v１５ � １ 石核 ４．９ ６．８ ２．４ ７１．４ 珪化岩

－ ２３ ８８ x２３ � ２１ 石核 ７．７ ７．０ ４．８ ２７２．２ 珪化岩

－ ２３ ８９ A２２ � ４ 石核 ５．２ ７．２ ５．８ ２４５．５ 珪化岩

－ ２３ ９０ u１９ � ６ 石核 １０．４ ８．１ １０．７ ８３０．５ 珪化岩

－ ２３ ９１ z２４ � ６ 石核 ８．３ １０．６ ８．７ ７２８．９ 珪化岩

－ ２３ ９２ t１７ � ５ 石核 １０．１ １４．５ １０．４ １４７６．６ 珪化岩

－ ２３ ９３ t１８ � ２３ 石核 ８．２ ８．７ ７．１ ７２９．３ 珪化岩

－ ２３ ９４ x１８ � １ 石核 ８．５ １２．９ ８．１ １０８８．１ 珪化岩

－ ２４ ９５ z２３ � １０６ 石核 ８．４ １０．５ ８．７ ６６４．２ 珪化岩

－ ２４ ９６ z２４ � １１ 石核 ６．５ ７．６ ８．８ ６８１．６ 珪化岩

－ ２４ ９７ y２４ � ２ 石核 ９．０ ９．０ ８．７ ９７７．４ 珪化岩

－ ２４ ９８ s１８ � ３ 石核 ８．２ １０．５ ７．４ ７２０．５ 珪化岩
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表�－１ 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD－９２９７
調査区．：A地区
グリッド：z－２３区

試料の種類：炭化材
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２N，水酸化ナト
リウム：１N，塩酸：１．２N）
サルフィックス

�章 自然科学的分析等

１ 放射性炭素年代測定
パレオ・ラボAMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤 茂・廣田正史・瀬谷 薫

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・中村賢太郎

� はじめに

北海道上川郡下川町のサンル４線遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。試料の調製は廣田、瀬谷、Lomtatidze、Jorjolianiが行い、

測定は小林、丹生、伊藤が行なった。本文は伊藤、中村が作成した。

� 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表�－１のとおりである。試料は、A地区 z－２３グリッドの堆積物
中より採取された部位不明の炭化材片１点である（SAR４－１）。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS : NEC製１．５SDH）を用いて

測定した。得られた１４C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４C年代、暦年代を算出した。

� 結果

表�－２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３C）、同位体分別効果の補正を行っ

て暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した１４C年代、１４C年代を暦年代

に較正した年代範囲を、図�－１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、
誤差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行

うために記載した。
１４C年代はAD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４C年代（yrBP）の算出には、１４C

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４C年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４C年代がその１４C年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減期５７３０±

４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

�章 自然科学的分析等
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表�－２ 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
δ１３C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP±１σ）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－９２９７
－２４．５４±
０．１３

４８５７±２３ ４８５５±２５ ３６６０BC（６８．２％）３６３５BC
３７００BC（９２．７％）３６３０BC
３５６０BC（２．７％）３５４０BC

１４C年代の暦年較正には OxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ暦年

代範囲は、OxCalの確率法を使用して算出された１４C年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範

囲であり、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、

その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４C年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲につい

ては、表中に下線で示してある。

� 考察

試料について、同位体分別効果の補正および暦年較正を行った。PLD－９２９７の１４C年代は４８５５±２５

BPである。２σ暦年代範囲（９５．４％の確率で年代がこの範囲に収まることを意味する）に着目する

と、PLD－９２９７の暦年代範囲は３７００－３６３０calBC（９２．７％）および３５６０－３５４０calBC（２．７％）である。

キーリらや Kudoにより整理された縄文土器編年と１４C年代あるいは暦年較正結果との対応関係

（キーリ・武藤，１９８２；Kudo，２００７）に照らすと、PLD－９２９７は縄文時代前期末から中期初頭に相当

する。また、北海道埋蔵文化財センターによる１４C年代の集成（財団法人北海道埋蔵文化財センター

編２００４）によると、北海道では円筒下層式に伴う試料に PLD－９２９７と近い年代を示す例が多い。な

お、PLD－９２９７の試料は部位不明の炭化材であるため、古木効果の影響を考慮する必要がある。

参考文献

Bronk Ramsey, C.（１９９５）Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy : The OxCal Program. Ra-

diocarbon，３７，４２５－４３０．

Bronk Ramsey, C.（２００１）Development of the Radiocarbon Program OxCal. Radiocarbon，４３，３５５－３６３．

キーリ C.T.・武藤康弘（１９８２）縄文時代の年代．縄文文化の研究第１巻，２４６－２７５．

Kudo, Y.（２００７）The Temporal Correspondences between the Archaeological Chronology and Environ-

mental Changes from１１，５００to２，８００cal BP on the Kanto Plain, Eastern Japan．第四紀研究，４６（３），１８７－

１９４．

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４C年代，３－２０．

Reimer, P.J., Baillie, M.G.L., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Bertrand, C.J.H., Blackwell, P.G., Buck, C.E., Burr,

G.S., Cutler, K.B., Damon, P.E., Edwards, R.L., Fairbanks, R.G., Friedrich, M., Guilderson, T.P., Hogg, A.G.,

Hughen, K.A., Kromer, B., McCormac, G., Manning, S., Bronk Ramsey, C., Reimer, R.W., Remmele, S.,

Southon, J.R., Stuiver, M., Talamo, S., Taylor, F.W., van der Plicht, J. and Weyhenmeyer, C.E．（２００４）IntCal

０４terrestrial radiocarbon age calibration，０－２６cal kyr BP. Radiocarbon，４６，１０２９－１０５８．

財団法人北海道埋蔵文化財センター編（２００４）１４C年代測定値一覧．遺跡が語る北海道の歴史：財団法人北海道

埋蔵文化財センター２５周年記念誌，２２１－２３０
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２ サンル４線遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）
�加速器分析研究所

� 測定対象試料

サンル４線遺跡は、北海道上川郡下川町字珊璃１５３０（北緯４４°１９′５３．５″、東経１４２°３９′３４．５″）に所

在する。遺跡はサンル川と四線沢川の合流点付近の低位段丘上に位置する。遺跡内には河川堆積物が

上層まで堆積する。

測定対象試料は、z２３区の�層中の最も上の腐植土層（SAR４－２：IAAA－８１８７９）、同区�層中
の上から２番目の腐植土層（SAR４－３：IAAA－８１８８０）、同区�層中の上から３番目の腐植土層
（SAR４－４：IAAA－８１８８１）、同区�層中の上から４番目の腐植土層（SAR４－５：IAAA－
８１８８２）、u１７区�層中の最も上の腐植土層（SAR４－６：IAAA－８１８８３）、同区�層中の上から２番
目の腐植土層（SAR４－７：IAAA－８１８８４）、同区�層中の上から３番目の腐植土層（SAR４－
８：IAAA－８１８８５）、x１８区�層から出土した炭化木片（SAR４－９：IAAA－８１８８６）、合計８点で
ある。

なお、SAR４－９は炭化木片として提示されたが、化学処理の結果、炭素をほとんど含まない物

質であることが判明した。炭化木片では無く、おそらく珪化木の可能性が高い試料であった。十分な

炭素重量を確保できなかったため、測定できなかった。

� 測定の意義

遺物包含層の年代を決定する。

� 化学処理工程

	メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

木片や炭化物は酸・アルカリ・酸（AAA）処理、土壌や泥炭は酸（HCl）処理を実施し、内
面的な不純物を取り除く。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が１N未満の場合、表中

にAaAと記載する。

�試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。
�液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を
精製する。


精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作
製する。

�グラファイトを内径１�のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

� 測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースとした１４C－AMS専用装置（NEC Pelletron９SDH－

２）を使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx�）を標準試
料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

� 算出方法

・年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polash１９７７）。

・１４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、
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１９５０年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。この値は、δ１３Cによって補正された値であ

る。１４C年代と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±

１σ）は、試料の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

・δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位

体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは

加速器を用いる。加速器により１３C／１２Cを測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

・pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

・暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝

９５．４％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４C年

代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、

プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョン

を確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal０４データベース（Reimer et

al２００４）を用い、OxCalv４．０較正プログラム（Bronk Ramsey１９９５ Bronk Ramsey２００１Bronk

Ramsey, van der Plicht and Weninger２００１）を使用した。

� 測定結果

z２３区の�層の１４C年代は、最も上の腐植土層が３６８０±３０yrBP、２番目の腐植土層が４６００±３０yrBP、
３番目の腐植土層が４６８０±３０yrBP、４番目の腐植土層が４８６０±３０yrBPである。

u１７区�層の１４C年代は、最も上の腐植土層２９６０±３０yrBP、上から２番目の腐植土層３６２０±３０yrBP、
上から３番目の腐植土層４７００±３０yrBPである。

試料の炭素含有率は１．０４～２．２６％であり、泥炭ほどの高い値ではないものの、土壌としては標準的

な値であった。化学処理および測定内容にも問題は無く、妥当な年代と判断される。測定結果が層位

の上下関係に整合的であることもその妥当性を裏付ける。

表�－３ 放射性炭素年代測定結果

測定番号 試料名 採取場所
試料
形態

処理方法 δ１３C（‰）（AMS）
δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－
８１８７９

SAR４－２ 層位：�層 土壌 HCl －２６．７６±０．４４ ３６８０±３０ ６３．２２±０．２１

IAAA－
８１８８０

SAR４－３ 層位：�層 土壌 HCl －２４．６±０．５ ４６００±３０ ５６．４２±０．２１

IAAA－
８１８８１

SAR４－４ 層位：�層 土壌 HCl －２５．１６±０．５４ ４６８０±３０ ５５．８７±０．２

IAAA－
８１８８２

SAR４－５ 層位：�層 土壌 HCl －２３．５７±０．４９ ４８６０±３０ ５４．６２±０．１９

IAAA－
８１８８３

SAR４－６ 層位：�層 土壌 HCl －２３±０．４２ ２９６０±３０ ６９．１９±０．２３

IAAA－
８１８８４

SAR４－７ 層位：�層 土壌 HCl －２３．６６±０．５ ３６２０±３０ ６３．７５±０．２２

IAAA－
８１８８５

SAR４－８ 層位：�層 土壌 HCl －２２．６４±０．５１ ４７００±３０ ５５．７１±０．２１

IAAA－
８１８８６

SAR４－９ 層位：�層 木片 炭素量不足により測定不可

［＃２５５６］
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表�－４ 放射性炭素年代の暦年較正の結果

測定番号
δ１３C補正なし

暦年較正用（yrBP） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Age（yrBP） pMC（％）

２１３４BC－２０８１BC
（４４．２％）

２１９１BC－２１８１BC
（１．４％）

IAAA－
８１８７９ ３７１０±３０ ６２．９９±０．２ ３６８４±２６ ２０６１BC－２０３０BC

（２４．０％）
２１４２BC－２０１２BC
（８８．０％）

２０００BC－１９７８BC
（６．０％）

３４９０BC－３４７０BC
（２７．５％）

３５００BC－３４３３BC
（４０．６％）

IAAA－
８１８８０ ４５９０±３０ ５６．４７±０．２ ４５９７±２９

３３７３BC－３３５０BC
（４０．７％）

３３８０BC－３３３５BC
（４８．０％）

３２１１BC－３１９０BC
（４．０％）

３１５４BC－３１３６BC
（２．９％）

３５１６BC－３４９３BC
（１６．２％）

３６２０BC－３６１１BC
（２．３％）

IAAA－
８１８８１ ４６８０±３０ ５５．８６±０．１９ ４６７５±２８ ３４６９BC－３３９８BC

（４５．２％）
３５２１BC－３３６９BC
（９３．１％）

３３８４BC－３３７４BC
（６．８％）

IAAA－
８１８８２ ４８３０±３０ ５４．７８±０．１８ ４８５８±２７

３６９２BC－３６８５BC
（６．９％）

３７００BC－３６３３BC
（９０．９％）

３６６１BC－３６３７BC
（６１．３％）

３５５３BC－３５４１BC
（４．５％）

１２５６BC－１２３７BC
（１１．６％）

１２８９BC－１２８３BC
（０．６％）

IAAA－
８１８８３ ２９３０±３０ ６９．４８±０．２３ ２９５８±２７ １２１５BC－１１２９BC

（５６．６％）
１２６９BC－１１０９BC
（８８．５％）

１１０４BC－１０５６BC
（６．３％）

IAAA－
８１８８４ ３５９０±３０ ６３．９３±０．２２ ３６１６±２８

２０２３BC－１９９１BC
（２８．３％）

２１１３BC－２１０２BC
（１．６％）

１９８５BC－１９４１BC
（３９．９％）

２０３６BC－１８９３BC
（９３．８％）

３６２０BC－３６１０BC
（５．０％）

３６２９BC－３５８５BC
（１５．１％）

IAAA－
８１８８５ ４６６０±３０ ５５．９８±０．２ ４６９８±２９ ３５２１BC－３４９８BC

（１６．１％）
３５３１BC－３４８９BC
（２１．５％）

３４５１BC－３３７８BC
（４７．１％）

３４７１BC－３３７２BC
（５８．８％）

IAAA－
８１８８６ 炭素量不足により測定不可

［参考値］
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図�－１ 暦年較正結果
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３ 放射性炭素年代測定結果に関して
本遺跡の�層中に残された遺物は、�層の水成堆積（河川堆積）が離水した直後に石器製作を行っ
た痕跡である。その上部は、何度かの弱い水成堆積と離水が繰り返され、腐植土層と砂層がラミナ状

に堆積する�層にパックされた状態である。したがって、�層中に残された遺物は、原位置を保った
良好な埋没状態と判断でき、その年代値を決定することが本地区では重要と考えられる。このような

理由から�層中の木炭片及び�層上部～�層にかけての腐植土層について放射性炭素年代測定を行っ
た。

炭化木片の内、１点は４８５５±２５yrBP（SAR４－１：PLD－９２９７）の年代値が得られ、もう１点は

測定不能であった（SAR４－９：IAAA－８１８８６）。後者の測定不能の理由として、試料自体に炭素が

ほとんど含まれていないことであった。この試料は通常の炭化材より鈍い輝きが強いもので、測定結

果を合わせて考慮すると、他の珪化岩と同様に、炭化木片が珪化した試料であった可能性が考えられ

る。

測定した腐植土壌は、２か所の調査区（u１７区、z２３区）で柱状にサンプリングを行ったものであ

る（図�－８）。両者とも調査区内の遺物が集中する付近でなおかつラミナの良好に発達した地点を
選定した。u１７区からは Fc－１、z２３区からは Fc－４・５・６が検出されている。

その結果、u１７区では、最も上の腐植土層が２９６０±３０yrBP（SAR４－６：IAAA－８１８８３）、上か

ら２番目の腐植土層が３６２０±３０yrBP（SAR４－７：IAAA－８１８８４）、上から３番目の腐植土層が４７００

±３０yrBP（SAR４－８：IAAA－８１８８５）の測定結果であった。z２３区では、最も上の腐植土層が３６８０

±３０yrBP（SAR４－２：IAAA－８１８７９）、２番目の腐植土層が４６００±３０yrBP（SAR４－３：IAAA

－８１８８０）、３番目の腐植土層が４６８０±３０yrBP（SAR４－４：IAAA－８１８８１）、４番目の腐植土層が

４８６０±３０yrBP（SAR４－５：IAAA－８１８８２）の測定結果であった。両地点の腐植土層の年代は概ね

対応し、両地点とも層位の上下関係と矛盾しない年代値となっている。さらに、最も下の腐植土層と

�層出土の炭化木片の年代値も近いことから、測定結果は妥当性の高い年代値と考えられる。
以上のことから、�層に包含された遺物の年代は縄文時代中期前半にあたる４８００yrBP前後であっ
たと考えられる。 （直江）
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�章 まとめ

１ サンル４線遺跡A地区について
今回報告を行ったA地区は、B～E地区（北埋文２００８）よりも一段下の河岸段丘面上にあり、四線

沢川およびサンル川の氾濫原にあたる。調査範囲においては数回の増水時堆積物が確認できた。遺跡

の南東側は山地形で、この山地から流れる四線沢川では、現在でも石器製作の材料となる珪化岩原石

の採取が可能である。このことから背後の山地の地質には珪化岩の岩帯が含まれていることが予想さ

れる。このような立地を反映して、調査区内からも多量の珪化岩製石器が出土している。したがって、

本遺跡は珪化岩製石器の製作を行った原産地遺跡として位置付けられる。

遺物包含層は、�～�層で、�層・�層が砂礫層、�層が腐植土と砂の互層（ラミナ層）、�層が
灰色粘土層となっており、�層以外の遺物は四線沢川の河川活動に伴い上流部（B・C地区等）の遺
跡が削られA地区に流れ込んだものである。�層・�層の遺物は大量であり、検出状況から判断す
ると、ある程度安定した台地上での石器製作の結果、残された遺物であったことが推定される。B・

C地区のさらに上流は、平坦な台地がなくなり、山地の斜面地形となっていることから、�層・�層
の遺物の大半は比較的近い B・C地区近辺から流れ込んだ可能性が高い。

遺構は�層から６か所のフレイク集中（Fc－１～６）を確認した。いずれも径１�前後の小規模
なもので、集中域内の出土点数は１００点前後である。

遺物は全て珪化岩製の石器類で、１４，０３７点出土した。石材の大部分は黒褐色の珪化岩が用いられて

いる。石器類の大部分は剥片で、その他にスクレイパー、二次加工ある剥片、石核が出土している。

大部分の遺物は、�層・�層から出土し、�層が５，４１５点、�層からは４，００９点であった。両者の石
器組成はほぼ同様で、�層の遺物の方が剥片の比率が若干高い。�層・�層は前述のとおり、原位置
を保った遺物ではない。しかし�層の遺物の時期は、以下に述べるとおり縄文中期前半を上限として
限定可能と考えられる。

�層から出土した遺物は少量だが、�層の離水後に行われた短期間の石器製作の痕跡として認識で
きる。�層中のフレイク集中の内、z２３区付近では３つの集中が近接して確認されている。また、u１７
及び x１８区から出土した集中は、�層の高まりの縁に分布している。接合作業の結果、各フレイク集
中内でそれぞれ石器製作を行っていたことが判明したが、フレイク集中間での接合は確認されていな

い。�層の形成年代は、�層中の炭化木片が４，８５５±２５yrBP、�層最下部の腐植土層が４８６０±３０yrBP、
４７００±３０yrBPであり、両者の値が整合的であることから、およそ４８００yrBP前後の縄文時代中期前

半とみなせる。 （直江）

２ 石器製作の技術的な特徴
�層・�層の遺物は、多量の剥片の他に、両面調整石器、スクレイパー、二次加工ある剥片、縦長
剥片、石核、石刃核が出土している。スクレイパー、二次加工ある剥片は縦長剥片を素材としたもの

が多く見られ、縦長剥片を連続的に剥離したとみられる石核・石刃核も出土していることが大きな特

徴である。縦長剥片に関しての定量的な分析は行っていないが、それに対応する石核・石刃核の打面

部を観察すると、複剥離打面が主体で、原礫面打面、単剥離打面も見られた。頭部調整や打面調整が

施されているものもある。作業面は単設打面が主体で、一部両設打面も含まれている。剥離実験を

行った経験上、珪化岩は石器石材としては非常に硬く、内在割れも多いことから予測どおりに割り難
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い。このような岩石の性質が剥離技術の多様性をもたらした理由の一つとして考えられる。

また、縦長剥片を剥離した石核に類するものとして、同一方向の剥離が連続的に行われるが、作業

面が短いものが見られた。その他に、求心状の剥離が表裏の両面で行われ、残核が盤状を呈するもの、

不規則な打面転移が繰り返し行われ、不定形な剥片を剥離している石核が出土している。

�層の遺物は少なく、定形的な石器はスクレイパーや二次加工ある剥片、石核が少量出土したのみ
であった。フレイク集中ごとにいくつかの接合資料が得られたので、その特徴を記していく。ほぼ原

石の段階まで復元できる接合資料が３個体存在する（接合１・７・８）。その内２個体は重さ１０kgを

越える大型の原石である（接合１・７）。粗い剥離のみで、大型の石核が遺棄されていることから、

粗割りによる原石の良否選別が行われていたと考えられる。また復元された個体は、多くの剥片類が

接合することなく、部分的な剥離のみが行われている。その中で、接合８は石材の小口面を作業面に

設定しており、縦長剥片の剥離が目的であったとみられる。また接合１８では、２点の縦長剥片が連続

的に剥離されている。これらのことから、A地区の�層の石器製作では、原石の採取から粗割りの
初期段階の工程が行われ、その中に縦長剥片を目的とする剥離技術の存在が認められる。 （直江）

３ A地区とB～E地区との関係
先に報告したサンル４線遺跡 B～E地区は前述のとおり、A地区の一段上の段丘面に立地する。B

～E地区は平底押型文土器が少量出土しており、出土石器に関しても土器に伴う可能性が指摘されて

いる。これはA地区�層の年代とほぼ同じ年代的な位置である。また前述のとおり、A地区の�層
・�層の遺物に関しても上段の段丘面（B・C地区）に包含されていた遺物であった可能性が高い。
これらのことから、A地区と B～E地区は関連性が高く、サンル４線遺跡は平底押型文土器の時期の

比較的一括性の高い遺跡であると評価できよう。

しかし、両者の組成内容は大きく異なり、A地区�層の遺物は珪化岩の初期段階の石器製作に特
化した内容であったのに対し、B～E地区では珪化岩製石器のほかに黒曜石製の石鏃、ナイフや石斧

などの磨製石器、礫石器などが出土している。珪化岩製の石器には縦長剥片を素材としたつまみ付き

ナイフが含まれ、石器製作に関しては剥片剥離が進行し、連続的な剥離が行われた段階が主体である。

以上のことからサンル４線遺跡では、B～E地区にベースを置き、河川に近い一段下の台地である

A地区で原石の採取、粗割り、選択を行い、それらを B～E地区に持ち込んで本格的な石器製作を

行っていた可能性がある。なお、B～E地区の接合資料を観察すると、縦長剥片の剥離を目的とする

作業が主体的に行われている。また、両地区とも掘り込みを伴う遺構や焼土などは確認されておらず、

比較的短期間に営まれた珪化岩製石器の製作を主な目的とした遺跡として捉えることができる。

（直江）

４ 珪化岩製石器の広がり
� 下川産珪化岩の特徴

本遺跡は１～３で述べたとおり、縄文時代中期前半の平底押型文土器の時期における珪化岩の原産

地遺跡と理解でき、遺跡内では縦長剥片の剥離が目的の一つであったと推測できた。次に本遺跡で集

中的に剥離された珪化岩が地理的にどのような分布であったかを見ていく。

サンル４線遺跡から出土した珪化岩は、著しく珪酸化した岩石で、SiO２が９５～９９％と非常に高く、

大部分が石英から構成されている（アースサイエンス株式会社２００８）。また、下川産の珪化岩は堆積

岩が起源で、凝灰岩にはさまれて続成作用をうけ、珪化したものである可能性が高い（松本２００１）。
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肉眼的にはやや透明感があり、乳白色、青灰色、赤紫暗灰色、淡褐色、黒褐色と幅広い色調で、それ

らがまだら模様を呈している例もある。まだら模様の内、白色の部分はめのう質が強い部分となって

いる。また、脈状の内在割れや植物化石、石英の生じる小さな孔隙が含まれることがあり、剥離面は

ガサつき、細かな夾雑物が見られることが多い。このような特徴を持つ珪化岩は、他の石材と肉眼で

の識別が比較的容易である。現状でこのような珪化岩は下川産である可能性が高いが、今後詳細な地

質調査を行い、珪化岩の産出地の分布や産状を把握していく必要がある。以上のことから、近隣の地

域であれば、肉眼による判別でも下川産の珪化岩とする確証は高いと考えられる。下川産珪化岩の地

域外での利用の歴史を見ると、古くは後期旧石器時代に遠軽町白滝遺跡群でも出土しており（北埋文

２００８）、１５�ほど離れた名寄盆地では旧石器時代から縄文時代に一般的に用いられている石材である。
また、他の報告書では珪岩、硅岩、チャート、飴石と呼称されることが多い。

	 名寄盆地の遺跡

名寄盆地では、日進３３遺跡（名寄市教委１９８８）や日進１９遺跡（名寄市教委１９９２）で平底押型文土器

が多く出土しており、散発的な出土も含めると遺跡数はさらに増加する。

日進３３遺跡では、つまみ付きナイフ（石匙）が珪化岩に特化した利用であったと報告されており、

更にその素材は石刃状の縦長剥片であったとし、同器種の製作に際し「素材の選択があった」として

いる。

日進１９遺跡は全体像が不明であるが、図示された石器を見ると珪化岩製と判断できるつまみ付きナ

イフが多く、縦型のものが半数以上を占めている。

一方、縄文時代中期後葉の北筒式土器（トコロ６類）が多く出土した、同盆地内の智北６遺跡を見

ると（名寄市教委２００９）、珪化岩製のつまみ付きナイフは少量となり、更に縦型のものは少ない。全

体の石材比率も黒曜石製の遺物が多くなっている。

少数の遺跡のみを観察した結果だが、縄文時代中期の前半と後半を比較すると、前半では縦長剥片

を素材とする縦型のつまみ付きナイフが多く見られ、その素材に珪化岩が頻繁に利用されている。中

期後葉になると、つまみ付きナイフ自体が減少し、全体の石材比率では黒曜石が増加する傾向が指摘

できよう。


 中期前半における周辺の遺跡

次に名寄盆地より遠隔地の縄文時代中期の遺跡を観察する。他の地域では下川産の珪化岩かどうか

の断定は避け、黒曜石・珪質頁岩といった一般的に良質で広域に分布する石材か、チャート系の石材

かどうかという大まかな観点で概観する。また、名寄盆地での傾向を元にして、つまみ付きナイフを

中心とした石材構成を見ていく。なお、石材名称は各報告書での記載をそのまま採用した。

旭川市近辺

旭川市近辺には旭川市忠和２遺跡（旭川市教委１９８４）の他に、深川市納内３遺跡（北埋文１９８９）、

同市内園６遺跡（深川市教委１９９６）、芦別市滝里２９遺跡（北埋文１９９９）などで平底押型文土器が多く

出土している。

忠和２遺跡のつまみ付きナイフ（つまみ付きスクレイパー）は黒曜石１点、硅岩１点、チャート２１

点と報告されており、他のスクレイパーと同様にチャートが圧倒的に利用されている。つまみ付きナ

イフの素材は縦長剥片が主体となっている。また、遺跡内では黒曜石の剥片が多数出土しており、黒

曜石の遺跡内加工とチャート製石器の搬入という石材の用い方に対する対照的な姿が浮び上がってい
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る。

納内３遺跡のつまみ付きナイフは、石材の多様性に富み、図示された資料７４点中チャートが最も多

く２３点で、その他は黒曜石１８点、めのう１６点、頁岩１４点、片岩２点、流紋岩１点となっている。縦長

剥片を素材としているものが主体と占めている。

内園６遺跡のつまみ付きナイフは、図示された資料２０点中珪岩が１９点出土し、その他に黒曜石が１

点出土している。形態は縦型で、縦長剥片を素材としているものが大半を占めている。また、珪岩・

頁岩の剥片が少ないことが指摘され、珪岩製石器が完成品の状態で搬入されていたことを示唆してい

る。

滝里２９遺跡のつまみ付きナイフは、ほぼ頁岩で占められ８点出土している。その他は石材不明１点、

黒曜石１点（図示なし）となっている。頁岩は、やや透明感のあるまだら模様で、剥離面がガサつく

のが特徴である。特に図１４－１７－７には、剥離面の一部に小さな孔隙が見られ、下川産の珪化岩に近

い特徴を持っている。このことから、滝里２９遺跡の頁岩は、本稿で言うチャート系の石材に含めて扱

うこととする。

道東部

興味深いことに、下川から黒曜石原産地である白滝を越えたオホーツク海側でも同様のことが指摘

できる。常呂町（現北見市）常呂川河口遺跡（常呂町教委２０００）では平底押型文土器が二つの文化層

から出土している。下層の�層では、図示されたつまみ付きナイフの大半は頁岩で占められている。
しかし一部には、やや透明感のあるまだら模様で、剥離面がガサつく特徴を持つ珪化岩に類似した

チャート系の石材が含まれている（第２５１図９・１０・１１・１８・１９など）。上層の�層でも比較的多くの
つまみ付きナイフが出土している。頁岩が半数以上を占めるものの、�層に比べ黒曜石の比率が上っ
ている。�層にも前述の特徴を持つチャート系の石材が含まれている（第１８４図２４・２７・２９・３０、第
１８５図３・６・１６など）。なお、更に上層の
層中（トコロ５類主体）になると前述のチャート系のつ
まみ付きナイフ（第１０１図２１・２２・２３）は少数となり、黒曜石製が主体を占めるようになる。

以上のことから、名寄盆地と同様に、平底押型文土器が多く出土する遺跡では、チャート系のつま

み付きナイフが多く利用されている傾向が指摘できよう。

道央・十勝

平底押型文土器が多く出土する地域と隣接した地域はどうであろうか。帯広市宮本遺跡第１地点

（帯広市教委１９８６）や江別市萩ヶ岡遺跡�２文化層（江別市教委１９８２）を取り上げる。前者は宮本式
土器、後者は萩ヶ岡１式土器が多く出土する遺跡で、押型文土器の出土は散発的である。

宮本遺跡第１地点では、つまみ付きナイフを含め全体に黒曜石の利用が大半を占める。しかし、つ

まみ付きナイフ中にチャート製のものが３点出土している。

萩ヶ岡遺跡�層では、つまみ付きナイフの大半は頁岩製と報告されている。それらに混じって一部
にやや透明感のあるまだら模様で、剥離面がガサつく特徴を持つ珪化岩に類似したチャート系の石材

が含まれている（図１０２－２１・２３・２５・２７・２８など）。

これらの隣接した地域では、つまみ付きナイフにチャート系の石材が利用されるものの、主体とな

るほどの量は出土していない。これは、同地域の押型文土器の出土状況と類似している。なお、この

状況は萩ヶ岡遺跡の�～�層でも大きく変化しない。多くの中期後葉の土器と伴にチャート系石材を
用いたつまみ付きナイフが少量出土している。
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� 中期後葉における周辺の遺跡

次に平底押型文土器以降の状況について北筒式土器の例を中心として見ていく。縄文時代中期後葉

の北筒式土器（トコロ６類）及び中期末葉が多く出土した遺跡として、天塩川水系の音威子府村咲来

２遺跡（北埋文１９９２）、旭川市近辺の深川市音江２遺跡（北埋文１９８８）、納内９遺跡�区（深川市教委
２００３）を取り上げる。

咲来２遺跡の剥片石器は、石鏃のほかポイント、両面加工のナイフ、スクレイパーが豊富だが、ド

リルやつまみ付きナイフが少ない。利用石材も一部に珪質頁岩、珪岩が見られるが、大部分は黒曜石

で占められている。

音江２遺跡では、図示された石器を見ると石槍又はナイフが２１点、スクレイパーが２７点（遺構出土

１点含む）と高い比率で、つまみ付きナイフは７点（遺構出土１点含む）と少量である。利用石材も

一部に珪岩、チャートが見られるが、黒曜石が大部分を占めている。また、遺跡内で黒曜石製石器の

加工が行われている。

納内９遺跡�区の石器類は、１５３点中石斧が最も多く４２点で、以下スクレイパー２９点、Rフレイク
１９点、Uフレイク１７点、石鏃７点、石槍７点と続き、つまみ付きナイフは３点のみである。剥片石

器の石材は黒曜石が主体で、つまみ付きナイフに関しても図示された石器３点は全て黒曜石製である。

� 平底押型文土器とチャート系石材を用いたつまみ付きナイフの結びつき

以上のように、平底押型文土器を主体とする中期前半の遺跡では、つまみ付きナイフにチャート系

の石材が多く利用されており、その中には下川産の珪化岩も含まれている可能性が高い。これらの傾

向は、基本的に名寄盆地で確認した状況と同様である。また、検討数は少ないが、その周辺地域にも

チャートを用いたつまみ付きナイフが押型文土器と共に散在していたことを確認した。漠然とした結

論ではあるが、縄文時代中期前半において下川産の珪化岩を含むチャート系のつまみ付きナイフは、

平底押型文土器の広がりと連動して分布していたと考えられる。また、これらの遺跡の一部（内園６、

忠和２遺跡）では遺跡への搬入形態として、完成品の持ち込みが指摘されている。したがって、サン

ル４線遺跡で行われた大量の石器製作は、このような脈絡の中に位置付けることが可能であろう。

平底押型文土器文化は、縄文時代前期の相対的に温暖な気候の下に成立した地域性の強い小文化圏

を母体として出現したとみられている（熊谷２００８）。したがって平底押型文土器文化圏のつまみ付き

ナイフにおけるチャート系石器の高い利用率は、小文化圏が成熟し、地域内資源の活用を強化したこ

とによるものと考えることもできよう。その一方で、石鏃には黒曜石が多用されている状況から、小

文化圏は完全に地域内のみの資源により成立していたのではなく、憐接地域との交易等も存続してい

たと判断できる。なお、縄文時代早期・前期・晩期の土器が出土している鷹栖町嵐山２遺跡（北埋文

１９８６）では、出土したつまみ付きナイフの形態や加工を検討した結果、大半が縄文時代前期のものと

推定されており、その石材構成は黒曜石、珪質頁岩、珪化岩、頁岩など多様である。中期前半の石材

構成と類似する要素が前期の段階から見受けられる。

また、縄文時代中期後葉になると、名寄・旭川市近辺・常呂など押型文土器文化圏の中心では、上

述の珪化岩などのチャート系石材を用いたつまみ付きナイフが減少し、代わって黒曜石製の石槍・ナ

イフが増加するようである。その一方で道央部の萩ヶ岡遺跡�～�層では、少量ではあるが、引き続
きチャート系石材を用いたつまみ付きナイフが出土している点は注意を要する。 （直江）
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下川町教育委員会 １９８６ 『桜ヶ丘遺跡』

下川町教育委員会 １９９５ 『桜ヶ丘遺跡�』 下川町埋蔵文化財発掘調査報告第１輯

下川町教育委員会 １９９６ 『西町１遺跡』

下川町教育委員会 １９９７ 『西町１遺跡』

下川町教育委員会 １９９９ 『西町１遺跡』 下川町埋蔵文化財発掘調査報告第２輯

下川町教育委員会 ２０００ 『桜ヶ丘遺跡�』 下川町埋蔵文化財発掘調査報告第３輯

士別市教育委員会 １９６１ 『多寄』

東京大学文学部 １９６３ 『オホーツク海沿岸知床半島の遺跡』上巻

東北大学文学部 １９８２ 『モサンル』 考古学資料集４

常呂町教育委員会 ２０００ 『常呂川河口遺跡（２）』

名寄市立図書館 １９６７ 『智東遺跡 B地点 図録篇』 郷土資料集第９集

名寄市立図書館 １９６８ 『智東遺跡 B地点 本文篇』 郷土資料集第１０集

名寄市教育委員会 １９８８ 『名寄市 日進２遺跡・日進３１遺跡』 名寄市文化財調査報告書�
名寄市教育委員会 １９８８ 『名寄市 日進３３遺跡』 名寄市文化財調査報告書�
名寄市教育委員会 １９９１ 『名寄市 智北４遺跡』 名寄市文化財調査報告書�
名寄市教育委員会 １９９２ 『名寄市 日進１９遺跡』 名寄市文化財調査報告書�
名寄市教育委員会 ２００９ 『智北６遺跡』 名寄市文化財調査報告書�
風連町教育委員会 １９６５ 『風連日進の遺跡』 郷土資料集 第１集

深川市教育委員会 １９９６ 『内園６遺跡』

深川市教育委員会 ２００３ 『納内９遺跡』 深川市文化財調査報告１７

美深町教育委員会 １９９９ 『ピウカ２遺跡』

財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書（北埋調報）

�北海道埋蔵文化財センター １９８３ 『美深町 楠遺跡』 北埋調報１５

�北海道埋蔵文化財センター １９８５ 『礼文島幌泊段丘の遺跡群』 北埋調報１９

�北海道埋蔵文化財センター １９８６ 『鷹栖町 嵐山２遺跡』 北埋調報４０

�北海道埋蔵文化財センター １９８８ 『深川市 音江２遺跡』 北埋調報４９

�北海道埋蔵文化財センター １９８９ 『深川市 納内３遺跡』 北埋調報６０

�北海道埋蔵文化財センター １９９０ 『余市町 フゴッペ貝塚』 北埋調報７２

�北海道埋蔵文化財センター １９９２ 『音威子府村 咲来２遺跡・咲来３遺跡』 北埋調報７３

�北海道埋蔵文化財センター １９９６ 『千歳市 ユカンボシ C９遺跡』 北埋調報１００

�北海道埋蔵文化財センター １９９７ 『恵庭市 ルルマップ１５遺跡』 北埋調報１１８

�北海道埋蔵文化財センター １９９９ 『滝里遺跡群�』 北埋調報１３７

�北海道埋蔵文化財センター ２００１ 『白滝遺跡群�』 北埋調報１５４

�北海道埋蔵文化財センター ２００４ 『千歳市 オルイカ１遺跡（２）』 北埋調報２０６

�北海道埋蔵文化財センター ２００７ 『下川町 前サンル１遺跡』 北埋調報２４３

�北海道埋蔵文化財センター ２００８ 『下川町 サンル４線遺跡』 北埋調報２５８

�北海道埋蔵文化財センター ２００８ 『白滝遺跡群�』 北埋調報２６１
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２ 遺跡周辺の空中写真 平成１２年（２０００）９月２３日撮影
（１・２は国土地理院発行のものを複製し加筆したものである）
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１ 調査区全景（南東から）

２ 調査区全景（東から）

図版２



１ x１７区土層断面（北東から）

３ z２３区東壁年代測定試料採取地点（西から）

２ z２３区南壁年代測定試料採取地点（北西から）

４ u１７区南壁年代測定試料採取地点（南から）

図版３



１ t２０区土層断面（西から）

２ v２０区土層断面（西から）

３ x２０区土層断面（西から）

４ z２０区土層断面（東から）
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１ t１８区土層断面（北から）

２ w１７区土層断面（北から）

３ w１９区土層断面（北から）
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１ フレイク集中１出土状況（西から）

２ フレイク集中２出土状況（東から） ３ フレイク集中４・５出土状況（北東から）
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１ フレイク集中３出土状況（南西から）

２ フレイク集中６出土状況（南東から）

図版７



１ 調査区西側完掘（北東から）

２ 調査区東側完掘（北西から）

図版８
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付編 北町 J遺跡

１ 調査要項
事 業 名：天塩川サンルダム建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

受 託 者：財団法人北海道埋蔵文化財センタ－

遺 跡 名：北町 J遺跡（道教委登載番号 F－２１－６９）

所 在 地：上川郡下川町字北町１１２９ほか

調 査 面 積：１，２００�
受 託 期 間：平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

調 査 期 間：平成２１年９月９日～平成２１年１０月２８日

２ 調査体制
理 事 長 坂本 均 第２調査部長 西田 茂

専 務 理 事 松本 昭一 第２調査課長 佐藤 和雄

常 務 理 事 畑 宏明 主 査 笠原 興（発掘担当者）

主 任 阿部 明義（発掘担当者）

３ 調査結果の概要
北町 J遺跡は下川町の市街地から北北東へ約５�、サンル川と無名沢川が合流する丘陵斜面縁辺部
に立地する。標高は約１６０�で、サンル川との比高は約１０�である。昨年度で調査を終了したサンル
４線遺跡からはサンル川沿いを南西に約４００�の距離にある。要調査面積は６，９５０�で、今年度はこの
うちの１，２００�について、遺跡の全容を把握するための調査を行なった。
平成１８年度に北海道教育委員会が行なった試掘調査の結果では、縄文時代中期頃の土器片や、珪化

さんる

岩製の石器等が出土した。珪化岩は遺跡のある珊瑠から一の橋付近で多く産出する事が知られている。

隣接するサンル４線遺跡では多量の珪化岩の原石等を採取する事ができ、珪化岩を利用した石器や石

器製作の痕跡等も確認された。山地形の反対側山麓には学史的に有名なモサンル遺跡もあり、多くの

珪化岩が石器の素材に用いられている。千葉大学の中新世植物化石の調査では、当遺跡周辺に分布す

る中新世モサンル層の上部には、珪化植物化石を多く含む珪化岩帯の存在があることが指摘されてい

る（松本２００１）。モサンル層珪化岩中の植物化石の中には三次元構造を保ったままの葉や根茎の化石

があり、世界初の事例として確認された貴重な資料もある。

遺構と遺物

遺物は石器等が２，０９５点、土器片１４点、計２，１０９点出土した。遺物包含層は�層から�層である。
土器はいずれも小破片で２�前後と小さく、風化が進んでおり表面が摩滅している。この中には鋸歯
状の押型文が施されるものが１点認められた。平成１９年度に行なったサンル４線遺跡 C・D・E地区

の調査では合計１８２点の土器が出土した（北埋調報２５８）。外面の摩滅が著しいものが多いが、これら

の中には縄文時代中期前葉に属すると考えられる平底の押型文土器が含まれる。

石器類は大半が剥片で、その他にスクレイパー、二次加工痕のある剥片、石核等も出土している。

石材は珪化岩が約９割を占め、次いで黒曜石、さらに乳白色を呈した珪質頁岩を素材にした石器も僅
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かに出土している。この他特徴的なものに自然面（表面）に凸凹のある名寄産の黒曜石がある。名寄
ちゅうれ っ ぷ ち え ぶん ち なん

地域では上名寄地区、忠烈布地区、智恵文川、智南地区等から円礫状の黒曜石が採取できる。また、

�層から�層にかけてフレイク集中が６か所で確認された。いずれも範囲は小規模なものであるが１００
点を超える集中域が４か所ある。なかでもM１０グリッドからは珪化岩製のフレイクチップ等が約７００

点を数えた。T７グリッドからは頁岩製の細石刃・細石刃核が出土した。出土遺物の分布を見ると南

東方向の山地から北西方向の標高約１６５�～１６２�付近に分布している。各集中内をみると微細なフレ
イクチップが大半を占め、同一母岩と認定できるような石核等は見られない。 （笠原）

図１ 北町 J遺跡調査区設定図
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４ 発掘調査の方法
� グリッドの設定

発掘区の設定にあたっては、旭川開発建設部サンルダム事業所の「天塩川サンルダム現況地番図」

（縮尺１：５０００）を使用した。本遺跡と同一事業のサンル４線遺跡にならい、平面直角座標第��系
を利用して、一辺の長さが４�のグリッドを設定した。東西方向の基準線は、座標系の X軸３６８００を
基軸としてMラインとした。もう一方の南北方向を基準とした線は、Y軸３２１００を基軸にして０ライ

ンと呼称した。調査区は４�×４�方眼とし、北西端交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼
称した。例えばMラインと０ラインの交点より南東側のグリッドはM－０である。

M－０ X＝３６８００ Y＝３２１００

なお、北町 J遺跡に係わる基準杭の座標値の成果を以下に記した（世界測地系）。

調査区内基準杭 G－１０ X＝３６８２４．０００ Y＝３２１４０．０００ H＝１６０．９５５

S－１０ X＝３６７７６．０００ Y＝３２１４０．０００ H＝１６４．２７０

Y－１０ X＝３６７５２．０００ Y＝３２１４０．０００ H＝１６５．７６９

� 調査の方法

北町 J遺跡の現況はシラカンバやトドマツを主体とした山林で、林床には熊笹が密生している。

調査に先立ち、まず初めに樹木の伐採を行ない、搬出後、近現代の表土層（	層）を重機で除去した。
発掘調査必要面積は６，９５０�である。今年度はこのうちの１，２００�について、遺跡の全容を把握し、遺
構や遺物の広がり等も確認するための予備的な発掘調査を行なった。発掘区は南北方向に４�×４�
方眼（１６�）を３つ一単位（４８�）として合計２５か所を設定し、１，２００�を調査した。
遺物はグリッドと層位が同じものについては一括して取り上げを行い、遺物の集中域についてはす

べて出土位置を記録した。


 基本層序

北町 J遺跡はサンル川と無名沢川が合流する丘陵斜面の縁辺部に立地している。サンル川との比高

は約１０�で、北西方向に向かって緩く傾斜し、標高は約１５９�～１６６�である。斜面堆積であるために
土壌の層位間の境界が明瞭ではないところが多い。上位からローマ数字の名称をつけて基本層序とし

た。層相の記載に際しては、『新版 標準土色帖 ２００４年版』（小山・竹原１９６７）と『土壌調査ハンド

ブック改訂版』（日本ペトロジー学会１９９７）を用いた。本遺跡の層序は以下のとおりである。

	層：近現代の表土層。笹の根の多い腐植土層で礫も含む。重機による除去。
�層：暗褐色土（７．５YR３／３）～黒褐色土（１０YR３／１）を呈する。埴壌土（CL）。遺物包含層。

調査区南西側の標高約１６３�～１６６�で腐埴の進んだ黒褐色土が見られる。堅密度：軟、粘着
性：中。

�層：明褐色土（７．５YR５／６）～橙色土（７．５YR６／６）を呈する。埴壌土（CL）。漸移層。細礫

（G）含む。

堅密度：堅、粘着性：弱。場所により上下二つに分けられ、上層には遺物を含む場合がある。

�層：橙色土（７／５YR６／８）～にぶい橙色土（７．５YR６／４）を呈する。礫土（D）。細礫（G）。

堅密度：固結、粘着性：なし。

（笠原）
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５ 石器等
今回の調査では、計２，１０９点の遺物が出土した。内訳は土器片が１４点、石器等が２，０９５点である。土

器片はいずれも小破片で風化が著しく摩滅しているために今回は掲載していない。

今年度の調査は予備的な調査ではあるが、珪化岩製の剥片石器類が１８２１点と全体の約９割を占めて

おり、隣接するサンル４線遺跡と同様に珪化岩の原産地遺跡としての特徴を垣間見る事ができる。

遺跡の東側には無名沢川が流れており、石器の素材となる珪化岩の原石を採取する事ができた。

珪化岩についで多い黒曜石製石器は２３２点、頁岩または珪質頁岩としたものが１６点となっている。

器種毎の種別をみると石鏃１０点（すべて黒曜石）、石槍３点、石錐１点、つまみ付きナイフ３点、

エンドスクレイパー４点、スクレイパー２１点、二次加工のある剥片（Rフレイク）３５点、石核４６点、

剥片（フレイク）１８４３点、細石刃４点等となっている。石核の中には細石刃核が１点含まれる。

１～４は細石刃、５は細石刃核である。いずれも素材は頁岩で T７グリッド�層から出土した。
細石刃はすべて折損している。１・２・４は打面部で、３は先端部である。１・２にはねじれが見ら

れる。５は長さ３．５�の細石刃核である。剥片を素材として細石刃核の左側面に素材腹面を設定して
いる。器面調整は素材腹面からの平坦加工によって整形されている。上面には斜めに節理面が見られ、

その節理を切って打面調整が施されている。破損した他器種から再利用した可能性がある。細石刃作

業面には５枚の剥離痕が残っているが、全体的にねじれた細石刃が剥離されている。打面と作業面の

なす角度や素材の奥行きから、繰り返し細石刃剥離作業が行なわれたことによってこれ以上の細石刃

が剥離できなくなったために廃棄されたものと考えられる。出土地点や素材等から１～４の細石刃と

同一母岩の可能性がある。６～１４は石鏃で、黒曜石を素材にしている。９～１１は両面調整、１２～１４は

主剥離面が残る。１５・１６は石槍。１５はいわゆる梨肌と呼ばれる黒曜石を素材にしている。１６は珪化岩

製でU７区、T７区出土の接合資料である。背面からの調整と、腹面にも加工が施されている。やや

腹面側に内湾する。１７も梨肌の黒曜石を素材にした両面加工の石器である。石槍またはナイフの可能

性が考えられる。１８は珪化岩製の石錐。１９～２５はスクレイパーである。１９・２０・２３は黒曜石製で、１９

図２ 基本土層
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図３ 包含層出土の石器（１）

付編 北町 J遺跡
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・２３は折損している。２１・２２・２４・２５は珪化岩製である。２１は折損している。左側縁にやや急角度の

調整が施されている。２２は背面の右側縁部に連続する剥離がみられる。２４・２５は素材の原石面を残す。

２４の先端部にはやや急角度の調整が加えられているが、背面の右側縁部に連続する微細な剥離がみら

れる事からスクレイパーとして扱った。２６～２８は珪化岩製のエンドスクレイパーである。２６は厚みの

ある剥片を素材にし、周縁部に急角度の調整が施されている。２７・２８は一部原石面を残し先端部に急

角度の調整が加えられている。２９～３２は二次加工痕のある剥片（Rフレイク）である。２９は名寄産の

黒曜石を素材にしている。３１は乳灰色の珪質頁岩を素材とし先端部が折損している。サンル４線遺跡

D地区出土の石刃（北埋調報２５８第�章図�－１９）と同様の素材であることや、素材表面の風化の状
態等からみて、旧石器時代の遺物である可能性も考えられる。 （笠原）

図４ 包含層出土の石器（２）

112



１ 遺跡全景（北から）

２ X～Z１６区土層断面（南東から）

３ S～U７区土層断面（南東から）

図版２５



１ X１９区遺物出土状況（北から）

３ X１９区遺物出土状況（南から）

５ ２１年度完堀（北から）

２ T７区細石刃核出土状況（南から）

４ T７区遺物出土状況（南西から）

図版２６
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要 約 サンル４線遺跡は、下川町の市街地から北北東へ約４�、四線沢川がサンル川に合流す

る地点の南側にある。サンル４線遺跡は大きく丘陵斜面と沖積低地に分けることができる。

微地形をみると、山麓の緩斜面と丘陵を浸食する四線沢川、この沢沿いの土石流段丘、更

に四線沢川とサンル川本流が合流する沖積低地で構成されている。A地区はこのうちの

沖積低地にあたる部分である。標高は約１５８�～１５９�と比較的平坦な地形でサンル川との

比高は約５�である。平成１７年度に行なわれた試掘調査の際や１９年度のトレンチ調査の結

果、A地区には土石流堆積物が確認され、この中に珪化岩の剥片や石核が混入する事が

報告されていた。調査の結果、腐植土と砂の互層（�層）の下位からフレイク集中が出土

した。フレイク集中は旧四線沢川の流路跡に分布しており、離水した後に行なわれた石器

製作の痕跡として捉える事ができる。
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